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集
／
秘
書
広
報
課

国
、
府
、
企
業
、
農
業
団
体
の

蚕
糸
関
係
者
Ｏ
Ｂ
で
つ
く
る
京
都

府
蚕
糸
同
友
会（
今
川
幸
英
会
長
）

は
昭
和
59
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
約
２
年
か
け
「
京
都
府

蚕
糸
業
史
（
昭
和
62
年
発
行
）」

を
編
纂
。
同
会
が
支
援
し
て
「
絹

素
材
生
産
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、

新
し
い
絹
素
材
用
の
蚕
品
種
の
研

究
な
ど
に
も
取
り
組
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
63
年
か
ら
平

成
９
年
に
か
け
て
１
２
７
品
目
、

２
７
５
点
の
蚕
糸
具
を
収
集
。
今

年
２
月
に
は
そ
れ
ら

を
後
世
に
残
す
た

め
、
使
わ
れ
て
い
た

年
代
や
用
途
、
使
用

方
法
等
の
解
説
を
付

し
た
写
真
集
「
京
都

府
の
蚕
糸
具
」
を
発

行
し
ま
し
た
。

今
回
の
蚕
糸
業
展
は
、
写
真
集

の
発
行
を
機
に
、
同
会
の
活
動
に

共
感
し
た
団
体
と
共
催
。
保
管
す

る
蚕
糸
具
の
う
ち
約
50
点
の
展
示

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

蚕
糸
業
展
で
は
、
蚕
糸
具
の
ほ

か
、
綾
部
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
も
の
づ

く
り
の
会
に
よ
る
繰
糸
機
の
実

演
、
繭
で
里
山
の
動
物
の
人
形
を

つ
く
る
「
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
」
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
京
都
工
芸

繊
維
大
学
か
ら
借
用
し
、
生
き
た

蚕
も
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、「
蚕
の
一
生
」「
暮
ら
し

を
支
え
た
近
代
養
蚕
」
と
題
し
た

写
真
パ
ネ
ル
も
展
示
予
定
。
同
会

事
務
局
長
の
荒
堀
満
さ
ん
（
高
津

町
）
は
「
大
正
時
代
に
は
農
家
の

半
数
以
上
が
蚕
を
養
い
、
１
０
０

０
円
で
家
の
離
れ
が
建
つ
時
代

43

京都府蚕糸同友会の出版物は
市図書館で閲覧できます

実
際
に
使
わ
れ
た

蚕
糸
具
を
展
示

体
験
コ
ー
ナ
ー
や

写
真
パ
ネ
ル
も

11
日（
土
）に
は

講
演
会

に
、
平
均
年
収
は
８
０
０
円
ほ
ど

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
蚕
都
と
呼
ば

れ
た
当
時
の
綾
部
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

つ
催
し
に
し
た
い―

」
と
笑
顔
。

会
長
の
今
川
幸
英
さ
ん
（
福
知
山

市
）
も
「
多
く
の
人
に
、
か
つ
て

の
綾
部
の
姿
を
見
に
来
て
も
ら
い

た
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

蚕
糸
業
展
初
日
の
11
日
午
前
11

時
か
ら
は
「
再
び
く
ら
し
を
支
え

る
蚕
糸
業
に
向
か
っ
て
」
と
題
し

た
講
演
会
が
、
グ
ン
ゼ
本
館
講
堂

で
開
か
れ
ま
す
。
講
師
は
農
学
博

士
で
京
都
工
芸
繊
維
大
学
副
学
長

の
森
肇
教
授
。
蚕
糸
業
を
衣
料
か

ら
医
療
へ
と
用
途
拡
大
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
研
究
の
最
先
端
に
触

れ
ら
れ
ま
す
。
講
演
会
は
入
場
無

料
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

繭から糸をつくる実演にはグンゼ株式会
社が保有する繰糸機が使われます

　くらしを支えた蚕糸業展（同実行委員会主催、Ｎ
ＰＯ法人北近畿みらい、森の京都ＤＭＯ、京都府蚕
糸同友会、ＮＰＯ法人綾部ベンチャー・ものづくりの
会共催）が11月11日～19日、青野町のグンゼ博物
苑で開かれます。展示されるのは京都府蚕糸同友
会が長年にわたり収集・保管してきた蚕糸具です。

くらしを支えた蚕糸業展
～その歴史を振り返る～

11月11日（土）～19日（日）午前10時～午後４時
グンゼ博物苑「集蔵」
《入場券》大人３００円、高校生以下 無料

さ
ん

第744号第744号 1010

第一浄水場の供用を開始 2
市消防署上林出張所を開所 3
考えてみよう糖尿病のこと 4
おいでよ！あやべ産業まつり 5

今月の
表紙

事故防止願い風船飛ばし
交通事故で亡くなった男の子が育てていた
ヒマワリの種を引き継ぎ、事故防止を呼び
掛ける府警の「ひまわりの絆プロジェクト」。
園内で育てたヒマワリの種を入れた風船が、
交通事故防止を願い空高く上げられました。
９月30日、栗町の豊里幼児園で―。
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八
津
合
町
の
上
林
地
域
振
興
支

援
セ
ン
タ
ー
２
階
に
あ
る
市
消
防

署
上
林
出
張
所
。
高
齢
化
に
伴
う

救
急
件
数
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
件
数

の
増
加
や
重
症
化
等
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
上
林
地
域
に
お
い
て
、
常

備
消
防
の
充
実
を
目
指
し
、
上
林

分
遣
所
か
ら
改
組
し
ま
し
た
。
同

出
張
所
に
は
出
張
所
長
を
配
置
。

消
防
職
員
３
人
が
24
時
間
常
駐

し
、
火
災
・
救
急
等
の
業
務
を
行

い
ま
す
。

同
出
張
所
の
開
所
に
あ
た
り
、

市
は
本
年
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
、
総
事
業
費
約
５
０
０
万
円
で

施
設
を
整
備
。
仮
眠
室
の
新
設
や

空
調
設
備
の
改
修
、
通
信
指
令
設

備
の
移
設
等
を
行
い
ま
し
た
。

上
林
地
域
に
お
い
て
は
昭
和
58

年
４
月
、
消
防
署
の
体
制
強
化
に

向
け
て
上
林
分
駐
所
を
開
設
。
同

年
10
月
か
ら
は
消
防
職
員
が
平
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
勤
務
し
、
消
防
救
急
業
務
に
従

事
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
平

成
14
年
、
同
分
駐
所
を
上
林
分
遣

所
と
し
て
改
組
。
今
年
９
月
ま
で

の
間
は
、
消
防
署
か
ら
派
遣
さ
れ

た
３
人
が
午
前
９
時
か
ら
午
後
10

時
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
上

林
地
域
の
消
防
救
急
体
制
は
上
林

分
駐
所
か
ら
上
林
分
遣
所
に
、
そ

し
て
今
回
24
時
間
体
制
と
な
っ
た

上
林
出
張
所
へ
と
受
け
継
が
れ
、

市
の
消
防
力
の
強
化
と
東
部
地
域

の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
っ
て
い
ま
す
。

市
は
10
月
１
日
付
け
で
職
員
７

人
に
、
同
出
張
所
の
開
所
に
伴
う

人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
異

動
後
の
体
制
（
課
長
級
以
上
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

次
長
兼
警
防
課
長
兼
消
防
署
長
事

務
取
扱
＝
上
原
博
一
▽
管
理
課
長

＝
丸
岡
敦
史
▽
同
課
主
幹
＝
矢
田

谷
和
行
▽
予
防
課
長
＝
塩
見
幸
作

▽
警
防
課
主
幹
兼
消
防
署
上
林
出

張
所
長
兼
消
防
署
長
補
佐
＝
四
方

繁
行

消
防
職
員
が
夜
間
も
常
駐

新
体
制
で
消
防
力
の
強
化
へ

寺
町
に
完
成
し
た
新
た
な
第
一

浄
水
場
。
１
日
に
７
５
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
水
を
ろ
過
す
る
能
力

が
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
敷

地
造
成
工
事
に
着
手
し
て
以
後
、

約
２
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
、
事

業
費
約
19
億
円
で
整
備
し
ま
し
た
。

新
施
設
の
特
長
は
、
水
の
通
る

隙
間
が
０
・
１
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

ル
の
膜
を
使
っ
て
ろ
過
す
る
こ
と

で
す
。
病
原
性
原
虫
は
隙
間
の
40

倍
、
４
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大

き
さ
の
た
め
、
確
実
に
排
除
で
き

ま
す
。
ま
た
、
水
源
と
な
る
由
良

川
を
流
れ
る
水
が
豪
雨
や
台
風
な

ど
で
濁
っ
て
い
て
も
対
応
が
可

能
。
昭
和
28
年
度
の
供
用
開
始
か

ら
63
年
が
経
過
し
て
い
た
並
松
町

の
旧
第
一
浄
水
場
よ
り
も
、
安
定

し
た
浄
水
処
理
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

第
一
浄
水
場
で
処
理
し
た
水

は
、須
知
山
の
配
水
池
（
タ
ン
ク
）

か
ら
各
家
庭
に
送
り
ま
す
。
給
水

エ
リ
ア
は
旧
施
設
と
同
じ
く
綾
部

地
区
の
一
部
と
西
八
田
地
区
の
一

部
、
山
家
地
区
で
す
。

「
使
っ
た
覚
え
が
な
い
の
に
使

用
料
が
急
に
増
え
た―

」。
そ
ん

な
時
は
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
敷
地
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉

め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
を
使
用
し
て
い
な
い
の
に

銀
色
の
回
転
盤
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ

ー
ク
）＝
写
真
下
＝
が
回
っ
て
い

る
と
漏
水
し
て
い
ま
す
。
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
土
地
建
物
の
売
買
や
相

続
等
で
水
道
の
使
用
者
や
所
有
者

の
名
義
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
名

義
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
売
買
登
記
や
死
亡
届
等
の
手

続
き
で
は
、
水
道
の
名
義
は
自
動

的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
。

漏
水
や
名
義
変
更
な
ど
、
水
道

に
関
す
る
こ
と
は
、
上
水
道
課
☎

（
42
）１
８
１
５
へ
。

安
定
し
た
浄
水
処
理
を
実
現

漏
水
に
ご
注
意
を

安
全
・
安
心
な
水
を
届
け
ま
す

濁度、病原性原虫等を除去する膜ろ過装置

漏水はパイロットマークで確認新設した仮眠室

第
一
浄
水
場
の
供
用
を
開
始

　
市
は
10
月
１
日
、
新
た
に
整
備
し
た
第
一
浄
水
場
の
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

膜
ろ
過
方
式
を
採
用
し
た
新
施
設
か
ら
、
安
全
で
安
心
な
水
を
届
け
ま
す
。

上林地域を24時間見守る
市消防署上林出張所を開所

　市は10月１日、市消防署上林出張所を開所しました。消防職
員が常駐し、24時間体制で地域の安全・安心を守ります。

消防署上林出張所長  四 方 繁 行

安全安心な上林地区の
実現に努めます

　市民の期待に応えるべく、地域と
の関わりを大切にし、消防団や自主
防災組織等と連携しながら、消防力
の強化を図ります。

　市内でもとりわけ高齢化が進んで
いる上林地域において、常備消防の
24時間体制は住民の長年の悲願で
した。夜間も地域を見守っていただ
け、とても心強い。地域全体で健康
に注意し、防災に努めます。

東部開発協議会  渡 辺 弘 造 会長

共同で防災に努めたい

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

11～12月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　出
口

　紅
（
亀
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　大
嶋
文
隆
（
大
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　38
件   

97
万
７
５
０
０
円

　
９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　出
口

　紅
（
亀
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　大
嶋
文
隆
（
大
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　38
件   

97
万
７
５
０
０
円

■日 

11
月
８
日（
水
）  

■時 

９
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

11
月
11
日（
土
）

■時 

９
時
30
分
〜
14
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

11
月
27
日（
月
）  

■時 

18
時
30
分
〜

■場 

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
１
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

11
月
７
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
８
、
22
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
10
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

■日 

11
月
21
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課

　
　
　
　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
27
日（
月
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

11
月
27
日（
月
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
、
お

茶
。
内
容
は
「
貯
筋
体
操
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
２
日（
木
）〜
４
日（
土
）

　＝
作
品
展

■時 

９
時
〜
17
時

※

４
日
は
16
時
ま
で

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■日 

11
月
５
日（
日
）

　＝
芸
能
発
表
会

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

文
化
協
会
事
務
局
、
稲
場
さ
ん

　☎（
42
）０
８
５
８

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

私
市
円
山
古
墳
公
園
（
私
市
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
位
田
町
）

■問 
ふ
れ
あ
い
食
堂

　☎（
48
）１
０
０
０

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

７
時
〜
15
時

■場 

森
井
士
郎
さ
ん
宅
（
忠
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

９
時
〜
15
時

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

黒
谷
町

■問 

黒
谷
和
紙
協
同
組
合

　☎（
44
）０
２
１
３ 

■日 

11
月
13
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

東
山
公
民
館
（
東
山
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

11
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

※

17
日
は
日
没
〜
21
時

■場 

大
本
神
苑

■問 

商
工
会
議
所
☎（
42
）０
７
０
１

■日 

11
月
26
日（
日
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 
あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い
き

　い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

11
月
15
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
16
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
９
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
20
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
20
日（
月
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

11
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

11
月
28
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室 

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

■日 

12
月
５
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
28
日（
火
）〜
12

月
１
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

11
月
５
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

11
月
19
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

11
月
２
、
９
、
16
、
30
日

　12
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

休
耕
田
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
の
収
穫
」

調
停
相
談

行
政
相
談

成
年
後
見
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

糖
尿
病
教
室

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
運
動
教
室
）

第
65
回
綾
部
市
総
合
文
化
祭

安
国
寺
も
み
じ
祭
り

黒
谷
和
紙
と
も
み
じ
祭

喫
茶
シ
ボ
ラ

綾
部
も
み
じ
ま
つ
り

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

綾
部
市
民
大
会

私
市
円
山
古
墳
ま
つ
り

秋
の
綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

あ
や
べ 

de 

手
作
り
市

女
性
相
談

育
児
相
談

交
通
事
故
相
談

人
権
相
談 相

　談
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八
津
合
町
の
上
林
地
域
振
興
支

援
セ
ン
タ
ー
２
階
に
あ
る
市
消
防

署
上
林
出
張
所
。
高
齢
化
に
伴
う

救
急
件
数
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
件
数

の
増
加
や
重
症
化
等
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
上
林
地
域
に
お
い
て
、
常

備
消
防
の
充
実
を
目
指
し
、
上
林

分
遣
所
か
ら
改
組
し
ま
し
た
。
同

出
張
所
に
は
出
張
所
長
を
配
置
。

消
防
職
員
３
人
が
24
時
間
常
駐

し
、
火
災
・
救
急
等
の
業
務
を
行

い
ま
す
。

同
出
張
所
の
開
所
に
あ
た
り
、

市
は
本
年
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
、
総
事
業
費
約
５
０
０
万
円
で

施
設
を
整
備
。
仮
眠
室
の
新
設
や

空
調
設
備
の
改
修
、
通
信
指
令
設

備
の
移
設
等
を
行
い
ま
し
た
。

上
林
地
域
に
お
い
て
は
昭
和
58

年
４
月
、
消
防
署
の
体
制
強
化
に

向
け
て
上
林
分
駐
所
を
開
設
。
同

年
10
月
か
ら
は
消
防
職
員
が
平
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
勤
務
し
、
消
防
救
急
業
務
に
従

事
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
平

成
14
年
、
同
分
駐
所
を
上
林
分
遣

所
と
し
て
改
組
。
今
年
９
月
ま
で

の
間
は
、
消
防
署
か
ら
派
遣
さ
れ

た
３
人
が
午
前
９
時
か
ら
午
後
10

時
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
上

林
地
域
の
消
防
救
急
体
制
は
上
林

分
駐
所
か
ら
上
林
分
遣
所
に
、
そ

し
て
今
回
24
時
間
体
制
と
な
っ
た

上
林
出
張
所
へ
と
受
け
継
が
れ
、

市
の
消
防
力
の
強
化
と
東
部
地
域

の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
っ
て
い
ま
す
。

市
は
10
月
１
日
付
け
で
職
員
７

人
に
、
同
出
張
所
の
開
所
に
伴
う

人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
異

動
後
の
体
制
（
課
長
級
以
上
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

次
長
兼
警
防
課
長
兼
消
防
署
長
事

務
取
扱
＝
上
原
博
一
▽
管
理
課
長

＝
丸
岡
敦
史
▽
同
課
主
幹
＝
矢
田

谷
和
行
▽
予
防
課
長
＝
塩
見
幸
作

▽
警
防
課
主
幹
兼
消
防
署
上
林
出

張
所
長
兼
消
防
署
長
補
佐
＝
四
方

繁
行

消
防
職
員
が
夜
間
も
常
駐

新
体
制
で
消
防
力
の
強
化
へ

寺
町
に
完
成
し
た
新
た
な
第
一

浄
水
場
。
１
日
に
７
５
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
水
を
ろ
過
す
る
能
力

が
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
敷

地
造
成
工
事
に
着
手
し
て
以
後
、

約
２
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
、
事

業
費
約
19
億
円
で
整
備
し
ま
し
た
。

新
施
設
の
特
長
は
、
水
の
通
る

隙
間
が
０
・
１
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

ル
の
膜
を
使
っ
て
ろ
過
す
る
こ
と

で
す
。
病
原
性
原
虫
は
隙
間
の
40

倍
、
４
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大

き
さ
の
た
め
、
確
実
に
排
除
で
き

ま
す
。
ま
た
、
水
源
と
な
る
由
良

川
を
流
れ
る
水
が
豪
雨
や
台
風
な

ど
で
濁
っ
て
い
て
も
対
応
が
可

能
。
昭
和
28
年
度
の
供
用
開
始
か

ら
63
年
が
経
過
し
て
い
た
並
松
町

の
旧
第
一
浄
水
場
よ
り
も
、
安
定

し
た
浄
水
処
理
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

第
一
浄
水
場
で
処
理
し
た
水

は
、須
知
山
の
配
水
池
（
タ
ン
ク
）

か
ら
各
家
庭
に
送
り
ま
す
。
給
水

エ
リ
ア
は
旧
施
設
と
同
じ
く
綾
部

地
区
の
一
部
と
西
八
田
地
区
の
一

部
、
山
家
地
区
で
す
。

「
使
っ
た
覚
え
が
な
い
の
に
使

用
料
が
急
に
増
え
た―

」。
そ
ん

な
時
は
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
敷
地
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉

め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
を
使
用
し
て
い
な
い
の
に

銀
色
の
回
転
盤
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ

ー
ク
）＝
写
真
下
＝
が
回
っ
て
い

る
と
漏
水
し
て
い
ま
す
。
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
土
地
建
物
の
売
買
や
相

続
等
で
水
道
の
使
用
者
や
所
有
者

の
名
義
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
名

義
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
売
買
登
記
や
死
亡
届
等
の
手

続
き
で
は
、
水
道
の
名
義
は
自
動

的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
。

漏
水
や
名
義
変
更
な
ど
、
水
道

に
関
す
る
こ
と
は
、
上
水
道
課
☎

（
42
）１
８
１
５
へ
。

安
定
し
た
浄
水
処
理
を
実
現

漏
水
に
ご
注
意
を

安
全
・
安
心
な
水
を
届
け
ま
す

濁度、病原性原虫等を除去する膜ろ過装置

漏水はパイロットマークで確認新設した仮眠室

第
一
浄
水
場
の
供
用
を
開
始

　
市
は
10
月
１
日
、
新
た
に
整
備
し
た
第
一
浄
水
場
の
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

膜
ろ
過
方
式
を
採
用
し
た
新
施
設
か
ら
、
安
全
で
安
心
な
水
を
届
け
ま
す
。

上林地域を24時間見守る
市消防署上林出張所を開所

　市は10月１日、市消防署上林出張所を開所しました。消防職
員が常駐し、24時間体制で地域の安全・安心を守ります。

消防署上林出張所長  四 方 繁 行

安全安心な上林地区の
実現に努めます

　市民の期待に応えるべく、地域と
の関わりを大切にし、消防団や自主
防災組織等と連携しながら、消防力
の強化を図ります。

　市内でもとりわけ高齢化が進んで
いる上林地域において、常備消防の
24時間体制は住民の長年の悲願で
した。夜間も地域を見守っていただ
け、とても心強い。地域全体で健康
に注意し、防災に努めます。

東部開発協議会  渡 辺 弘 造 会長

共同で防災に努めたい

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

11～12月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　出
口

　紅
（
亀
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　大
嶋
文
隆
（
大
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　38
件   

97
万
７
５
０
０
円

　
９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　出
口

　紅
（
亀
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　大
嶋
文
隆
（
大
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　38
件   

97
万
７
５
０
０
円

■日 

11
月
８
日（
水
）  

■時 

９
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

11
月
11
日（
土
）

■時 

９
時
30
分
〜
14
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

11
月
27
日（
月
）  

■時 

18
時
30
分
〜

■場 

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
１
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

11
月
７
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
８
、
22
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
10
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

■日 

11
月
21
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課

　
　
　
　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
27
日（
月
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

11
月
27
日（
月
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
、
お

茶
。
内
容
は
「
貯
筋
体
操
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
２
日（
木
）〜
４
日（
土
）

　＝
作
品
展

■時 

９
時
〜
17
時

※

４
日
は
16
時
ま
で

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■日 

11
月
５
日（
日
）

　＝
芸
能
発
表
会

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

文
化
協
会
事
務
局
、
稲
場
さ
ん

　☎（
42
）０
８
５
８

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

私
市
円
山
古
墳
公
園
（
私
市
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
位
田
町
）

■問 

ふ
れ
あ
い
食
堂

　☎（
48
）１
０
０
０

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

７
時
〜
15
時

■場 

森
井
士
郎
さ
ん
宅
（
忠
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

９
時
〜
15
時

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

黒
谷
町

■問 

黒
谷
和
紙
協
同
組
合

　☎（
44
）０
２
１
３ 

■日 

11
月
13
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

東
山
公
民
館
（
東
山
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

11
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

※

17
日
は
日
没
〜
21
時

■場 

大
本
神
苑

■問 

商
工
会
議
所
☎（
42
）０
７
０
１

■日 

11
月
26
日（
日
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 

あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い
き

　い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

11
月
15
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 
市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
16
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
９
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
20
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
20
日（
月
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

11
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

11
月
28
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室 

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

■日 
12
月
５
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 
市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
28
日（
火
）〜
12

月
１
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

11
月
５
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

11
月
19
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

11
月
２
、
９
、
16
、
30
日

　12
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

休
耕
田
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
の
収
穫
」

調
停
相
談

行
政
相
談

成
年
後
見
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

糖
尿
病
教
室

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
運
動
教
室
）

第
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回
綾
部
市
総
合
文
化
祭

安
国
寺
も
み
じ
祭
り

黒
谷
和
紙
と
も
み
じ
祭

喫
茶
シ
ボ
ラ

綾
部
も
み
じ
ま
つ
り

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

綾
部
市
民
大
会

私
市
円
山
古
墳
ま
つ
り

秋
の
綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

あ
や
べ 

de 

手
作
り
市

女
性
相
談

育
児
相
談

交
通
事
故
相
談

人
権
相
談 相

　談



厚
生
労
働
省
の
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年

時
点
で
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る
人

は
全
国
で
約
１
０
０
０
万
人
。
４

年
前
の
調
査
か
ら
50
万
人
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
青
野
町

の
市
立
病
院
（
鴻
巣
寛
院
長
）
で

行
っ
て
い
る
、
糖
尿
病
予
防
・
改

善
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

市
立
病
院
は
平
成
28
年
11
月
、

糖
尿
病
に
よ
る
合
併
症
の
検
査
・

診
察
を
１
日
の
う
ち
に
受
け
ら
れ

る
「
糖
尿
病
合
併
症
外
来
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
腎
臓
・
目
・
神
経
・

血
管
な
ど
の
合
併
症
検
査
と
日
本

糖
尿
病
学
会
に
認
定
を
受
け
た

「
糖
尿
病
専
門
医
」
に
よ
る
診
察

を
行
い
ま
す
。
糖
尿
病
専
門
医
は

府
北
部
に
わ
ず
か
７
人
で
、
う
ち

１
人
が
市
立
病
院
で
常
勤
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
同
病
院
に
は
、
糖

尿
病
看
護
に
つ
い
て
高
い
知
識
と

技
術
を
持
つ
「
糖
尿
病
看
護
認
定

看
護
師
」
が
２
人
勤
務
。
府
北
部

の
糖
尿
病
患
者
を
診
る
役
割
を
担

う
べ
く
、
医
師
と
看
護
師
、
か
か

り
つ
け
医
等
が
連
携
し
て
診
察
し

て
い
ま
す
。

同
病
院
で
は
、
医
師
や
看
護
師

だ
け
で
な
く
、
管
理
栄
養
士
や
薬

剤
師
、
検
査
技
師
が
連
携
し
、
糖

尿
病
と
付
き
合
う
方
法
を
学
ぶ
教

室
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
月

の
糖
尿
病
教
室
で
は
、
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
各
専
門
分
野
の
ス
タ
ッ

フ
が
講
義
。
糖
尿
病
食
を
食
べ
て

学
ぶ
試
食
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
18
日
に
は
、
糖
尿
病
に
関
す

る
講
演
や
講
座
、
血
糖
値
等
の
測

定
な
ど
を
行
う
市
民
公
開
講
座
を

開
催
（
詳
細
は
本
紙
お
知
ら
せ
版

参
照
）。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
商
工
業
者

の
製
品
販
売
と
展
示
▽
綾
部
工
業

団
地
立
地
企
業
の
Ｐ
Ｒ
・
ゲ
ー
ム

▽
一
般
参
加
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス―

な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

駐
車
場
は
、由
良
川
花
庭
園（
青

野
町
）
と
府
総
合
庁
舎
（
川
糸
町
）

な
ど
に
計
３
７
０
台
分
を
確
保
。

駐
車
場
と
会
場
を
結
ぶ
無
料
の
定

期
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
、
午
前
９
時

40
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
約
15

分
間
隔
で
運
行
し
ま
す
。
周
辺
商

業
施
設
に
は
駐
車
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
あ
や
バ
ス
が
全

路
線
で
無
料
に
な
り
ま
す
。
駐
車

場
や
市
街
地
の
道
路
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
会
場
へ
の
お

出
掛
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5 4

　パ
レ
ー
ト
の
法
則

　「パ
レ
ー
ト
の
法
則
」
と
は
、

イ
タ
リ
ア
の
経
済
学
者
パ
レ
ー

ト
が
示
し
た
理
論
で
、
数
値
の

大
部
分
は
全
体
を
構
成
す
る
う

ち
の
一
部
の
要
素
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
と
い
う
原
理
。
例
え
ば

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
売
上
の
８

割
は
全
顧
客
の
上
位
２
割
が
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
売

上
を
伸
ば
す
に
は
全
顧
客
を
対

象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
よ

り
も
贔
屓
の
客
に
的
を
絞
っ
て

策
を
打
つ
方
が
効
果
的
で
あ
る

と
言
う
。
更
に
は
売
上
の
８
割

は
全
商
品
銘
柄
の
う
ち
２
割

で
、
し
か
も
全
従
業
員
の
２
割

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る

と
か
、
仕
事
の
成
果
の
８
割
は

費
や
し
た
時
間
の
２
割
で
達
成

さ
れ
て
い
る
と
か…

。転
じ
て
、

故
障
の
８
割
も
２
割
の
部
品
か

ら
発
生
し
て
い
る
と
か
、
所
得

税
の
８
割
は
納
税
者
の
２
割
が

担
っ
て
い
る
と
か…

こ
の
法
則

が
引
用
さ
れ
る
範
囲
は
広
い
。

　要
は
社
会
現
象
と
い
う
の
は

決
し
て
平
均
的
で
な
く
バ
ラ
ツ

キ
や
偏
り
が
存
在
し
、
一
部
が

全
体
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
、
謂
わ
ば
当
た
り

前
の
こ
と
を
指
摘
し
た
経
験
則

と
も
言
え
る
。
逆
に
言
え
ば
、

「
２
割
」
の
贔
屓
の
客
、
或
い

は
売
れ
筋
商
品
、
し
っ
か
り
し

た
従
業
員
が
い
れ
ば
組
織
は
安

泰
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
コ

ア
（
中
心
）」
を
持
つ
べ
き
重

要
性
に
気
付
か
さ
れ
る
。
し
か

し
パ
レ
ー
ト
は
続
け
て
「
そ
の

２
割
を
間
引
け
ば
８
割
の
中
か

ら
ま
た
新
た
な
２
割
が
生
ま
れ

て
く
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

社
会
と
い
う
の
は
相
対
的―

。

夫
々
が
居
心
地
の
良
い
位
置
取

り
を
し
な
が
ら
、
微
妙
な
バ
ラ

ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る〝
法

則
〞
で
も
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

92

ひ
い
き

い

ひ
い
き

そ
れ
ぞ
れ

市立病院で各種取り組み

考えてみよう
　 糖尿病のこと

教えて先生！

新 任 医 師 紹 介

　泌尿器疾患はもちろん
のこと、透析療法にも親
身に対応します。地域医
療の一端を担えるよう頑
張りますので、よろしく
お願いします。

糖尿病専門医

千 丸 貴 史医師
せん　まる　 たか　ふみ

管理栄養士
宮 崎 順 子さん

村上美智子さん
糖尿病看護認定看護師

木 下 　 淳さん
　市立病院に10月１日から、新たに医師
が赴任しました。

　糖尿病試食会では、食事の前後に
血糖値を測定。自分の体の状態が分か
ります。教室の講義テーマや試食内容
は毎回変わるので、いつからでも、何
度でも参加できます。糖尿病患者さん
をはじめ、そのご家族や関心がある人
など、どなたでも気軽にご参加くださ
い。

　糖尿病は足に神経障害が起こりやすいため、
足のケアが大切。フットケアや療養生活の相談
を行い、患者さん自身が糖尿病と上手く
付き合えるよう支援し
ています。また、糖
尿病に関する出前講
座も実施。地域に出
向き、病気の予防
や対策等について
　講義します。

　血液中の糖の量を調整するインスリンの作用不
足により、血糖値が高くなっている状態が続く病気
です。自覚症状がないまま重症化する例もあり、網
　　　　　　　　膜症や腎症、神経障害などの合併
　　　　　　　　症を伴うことがあります。

　糖尿病治療の目的は血糖値を改
善するだけでなく、合併症の発症・
　 進行を阻止することです。日ご
　  ろからバランスの良い食事と適
　　 度な運動を心掛けるとともに、
　　  合併症の早期発見に努めま
　　　　　　　　しょう。

どんなことに
気を付ければいいの？

糖尿病ってどんな病気？

各
種
教
室
に
ご
参
加
を

合
併
症
検
査
が
１
日
で
完
了

じゅん

泌尿器科

谷 口 英 史医師
たに　ぐち　 ひで　ふみ

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
青
野
町

の
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
で
開

催
。
毎
年
好
評
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

大
会
や
あ
や
べ
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ

ア
の
ほ
か
▽
農
産
物
や
農
産
加
工

品
等
の
販
売
▽
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ

　
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
（
同
ま
つ
り
実
行
委
員

会
主
催
）
が
11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ビンゴゲームは今年も景品を多数用意

地元の丹州材に触れられる木工教室も

●食育・健康講演会
●骨密度・血管年齢などの測定
●各種相談コーナー ●模擬店など

《時間》午前10時～午後３時
《場所》保健福祉センター（青野町）

同日
開催！ あやべ食育・
すこやかフェスティバル

おい
で
よ
！

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り

各
種
催
し
多
彩
に

無
料
の
あ
や
バ
ス
ご
利
用
を

結核・肺がん検診が受けられます！
（無料、申し込み不要）

11月５日（日）

後
７
時
〜
10
時
。
場
所
／
市
消
防
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。

参
加
費
／
無
料
。
申
込
み
／
11
月
６

日（
月
）ま
で
に
消
防
本
部
へ
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
多
年

に
お
い
て
福
祉
分
野
で
功
績
の
あ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
、
表

彰
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
11
月
２
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
２

階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
西
町
一
丁
目
）。

内
容
／
市
長
表
彰
、
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
、
受
彰
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
笑
顔
の
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー

ジ
２
０
１
７
」
〜
福
祉
の
現
場
か
ら

〜
と
題
し
て
各
福
祉
分
野
の
受
彰
者

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

問
民
生
児
童
課

　☎（
42
）４
２
５
０
、

　社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　市
と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
ほ
っ

と
ラ
ン
ド
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま

　府
は
、
悩
み
を
抱
え
る
家
族
や
仲

間
に
気
付
き
、
寄
り
添
う
「
話
の
聴

き
方
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
６
日（
月
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）。
定
員
／
50
人
。
受
講
料

／
無
料
。
申
込
み
／
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
「
話
の
聴
き
方

講
座
参
加
申
込
み
（
11
／
６
）
舞
鶴
」

と
書
い
て
フ
ァ
ク
ス
で
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
同
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め

ま
す
。

問
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

　フ
ァ
ク
ス

　０
７
５（
７
０
２
）６
２
８
５

　府
福
祉
・
援
護
課

　☎
０
７
５（
４
１
４
）４
６
２
８

　市
消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
、
止
血
法

な
ど
の
知
識
・
技
術
の
普
及
を
行
う

指
導
者
を
養
成
す
る
講
習
会
を
実

施
。
講
座
は
全
８
回
で
、
す
べ
て
受

講
し
た
人
に
は
、
認
定
証
を
交
付
し

ま
す
。

日
時
／
11
月
７
日（
火
）〜
12
月
１
日

（
金
）の
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
。
午

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。
貸

付
予
定
日
／
12
月
15
日（
金
）。
返
済

／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。
申
込
み

／
11
月
20
日（
月
）〜
12
月
１
日（
金
）

に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
は
、
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
を
目
指
す
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
相
談
会

日
時
／
11
月
７
日（
火
）午
後
１
時
〜

４
時
。
場
所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
綾
部

（
宮
代
町
）。
内
容
／
福
祉
の
資
格
取

得
や
職
場
見
学
、
福
祉
業
界
へ
の
就

職
相
談
な
ど
。
求
職
活
動
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
就
業
相
談

日
時
／
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。第
２
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

場
所
／
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉

人
材
コ
ー
ナ
ー
（
福
知
山
市
）。

　い
ず
れ
も
事
前
予
約
制
。
資
格
・

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

　コ
ー
ナ
ー
☎（
22
）３
８
７
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
22
）２
８
１
８

す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
２
時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。
内
容
／
子
育
て

応
援
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も

の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
吹
奏
楽
コ
ン

サ
ー
ト
、
お
菓
子
の
販
売
な
ど
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）０
１
１
１
、

　（42
）４
２
５
２

　市
は
、
12
月
３
日
〜
９
日
の
「
障

害
者
週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
作
品
展

を
開
催
。
手
芸
や
指
編
み
、
書
道
、

陶
芸
、ク
ラ
フ
ト
、折
り
紙
、絵
手
紙
、

俳
句
な
ど
、
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ぞ
み
の
講
座
に
通
う
受
講
生

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
１
日（
金
）〜
６
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。
２
日

と
３
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野

町
）。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実

施
期
間
で
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課

　☎（
42
）４
２
０
５

　「海
の
京
都
」
綾
部
地
区
協
議
会

は
、
綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

「
蚕
都
綾
部
物
語
」
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
集

合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス

ク
エ
ア
（
青
野
町
）。
コ
ー
ス
／
グ

ン
ゼ
記
念
館
を
出
発
し
、
月
見
町
や

長
生
殿
、
丹
陽
教
会
等
を
巡
り
、
あ

や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
に
戻
り
ま

す
。
参
加
料
／
無
料
。
昼
食
は
各
自

で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。定
員
／
20
人
。

申
込
み
／
10
月
26
日（
木
）〜
11
月
９

日（
木
）に
電
話
で
観
光
協
会
へ
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
６
４
人
（
男
１
５
８

４
５
、
女
１
７
１
１
９
）。
世
帯
数

は
１
３
８
０
５
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、
国

や
府
、
市
で
は
本
年
度
も
除
雪
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
車
を
路
上
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

路
上
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
樹
木
な
ど
は
、
所
有
者
で
伐

採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
消

防
施
設
付
近
の
除
雪
は
早
め
に
地
域

で
お
願
い
し
ま
す
。
円
滑
に
進
む
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎（
42
）４
２
８
０

　市
長
が
、
市
内
の
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
皆
さ
ん
の

も
と
へ
出
向
き
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ

の
活
動
内
容
な
ど
を
テ
ー
マ
に
座
談

会
形
式
で
交
流
し
ま
す
。

日
時
／
毎
月
、
第
２
木
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
。
第
４
木
曜
日
の

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。
祝
日
や
市

長
公
務
に
よ
っ
て
は
変
更
も
あ
り
ま

す
。
応
募
要
項
／
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
秘
書
広
報
課

広
報
・
広
聴
担
当
へ
。
フ
ァ
ク
ス
、

ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
は
、
犯
罪

と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権

侵
害
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
／
府
北
部
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
22
）９
９
１
１
（
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）。
市
女
性
相
談

☎（
42
）１
８
０
１
（
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）。
綾
部
警
察
署

☎（
42
）０
１
１
０
（
24
時
間
）。

問
あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
「
火
の

用
心

　こ
と
ば
を
形
に

　習
慣
に
」

を
統
一
標
語
に
、
全
国
一
斉
に
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　火
災
は
少
し
の
不
注
意
か
ら
発
生

し
、
大
切
な
命
や
多
く
の
財
産
を
失

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
１
人
ひ
と
り

が
防
火
に
努
め
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
火
の
元
の
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
火
災
か
ら
命
と
暮

ら
し
を
見
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
と
点
検
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

★調理員（臨時職員）
★生活支援員
★グループホーム世話人（夜勤）
★デイサービス看護職員（臨時職員）

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上

の
理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に

入
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
30
年
４
月
に
大
学

や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入

学
す
る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀

で
就
学
に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護

者
が
１
年
以
上
市
内
に
住
ん
で

い
る
▽
世
帯
の
全
所
得
が
生
活

保
護
基
準
の
１
・
５
倍
以
下―

な
ど
の
要
件
を
満
た
す
人
。
進

学
後
に
、
ほ
か
の
奨
学
金
を
受

け
る
人
も
利
用
で
き
ま
す
。
支

給
額
／
30
万
円
。
支
給
決
定
／

12
月
に
書
類
審
査
と
面
接
を
行

い
、
平
成
30
年
１
月
に
決
定
。

定
員
／
10
〜
15
人
程
度
。
申
請

／
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
11

月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

に
学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯
を

対
象
に
暮
ら
し
に
必
要
な
資
金
を
無

利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
金
が
未

返
済
の
世
帯
に
は
、
今
回
新
た
に
貸

し
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
職
を

目
指
す
人
を
応
援
し
ま
す
！

く
ら
し
の
資
金
貸
し
付
け

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
２
０
１
７

ふ
れ
あ
い
出
張
市
長
室

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

話
の
聴
き
方
講
座

応
急
手
当
普
及
員
講
習

第
39
回
綾
部
市
社
会
福
祉
大
会

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー

入
学
支
度
金
を
支
給

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

12月2日土14：00開演12月2日土14：00開演

前
売
り

《全席指定》
一　　般
2,500円
高校生以下
1,500円

宝くじおしゃべり音楽館

※宝くじの助成により、
　特別料金です。

※只今、四方ハツ子さんの「和紙ちぎり絵」展開催中
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ
当店自慢の薬膳料理はいかがですか？

・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

※29日より綾部産軍鶏を使った薬膳スープを期間限定で
　ご注文いただけます



厚
生
労
働
省
の
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年

時
点
で
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る
人

は
全
国
で
約
１
０
０
０
万
人
。
４

年
前
の
調
査
か
ら
50
万
人
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
青
野
町

の
市
立
病
院
（
鴻
巣
寛
院
長
）
で

行
っ
て
い
る
、
糖
尿
病
予
防
・
改

善
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

市
立
病
院
は
平
成
28
年
11
月
、

糖
尿
病
に
よ
る
合
併
症
の
検
査
・

診
察
を
１
日
の
う
ち
に
受
け
ら
れ

る
「
糖
尿
病
合
併
症
外
来
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
腎
臓
・
目
・
神
経
・

血
管
な
ど
の
合
併
症
検
査
と
日
本

糖
尿
病
学
会
に
認
定
を
受
け
た

「
糖
尿
病
専
門
医
」
に
よ
る
診
察

を
行
い
ま
す
。
糖
尿
病
専
門
医
は

府
北
部
に
わ
ず
か
７
人
で
、
う
ち

１
人
が
市
立
病
院
で
常
勤
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
同
病
院
に
は
、
糖

尿
病
看
護
に
つ
い
て
高
い
知
識
と

技
術
を
持
つ
「
糖
尿
病
看
護
認
定

看
護
師
」
が
２
人
勤
務
。
府
北
部

の
糖
尿
病
患
者
を
診
る
役
割
を
担

う
べ
く
、
医
師
と
看
護
師
、
か
か

り
つ
け
医
等
が
連
携
し
て
診
察
し

て
い
ま
す
。

同
病
院
で
は
、
医
師
や
看
護
師

だ
け
で
な
く
、
管
理
栄
養
士
や
薬

剤
師
、
検
査
技
師
が
連
携
し
、
糖

尿
病
と
付
き
合
う
方
法
を
学
ぶ
教

室
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
月

の
糖
尿
病
教
室
で
は
、
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
各
専
門
分
野
の
ス
タ
ッ

フ
が
講
義
。
糖
尿
病
食
を
食
べ
て

学
ぶ
試
食
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
18
日
に
は
、
糖
尿
病
に
関
す

る
講
演
や
講
座
、
血
糖
値
等
の
測

定
な
ど
を
行
う
市
民
公
開
講
座
を

開
催
（
詳
細
は
本
紙
お
知
ら
せ
版

参
照
）。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
商
工
業
者

の
製
品
販
売
と
展
示
▽
綾
部
工
業

団
地
立
地
企
業
の
Ｐ
Ｒ
・
ゲ
ー
ム

▽
一
般
参
加
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス―

な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

駐
車
場
は
、由
良
川
花
庭
園（
青

野
町
）
と
府
総
合
庁
舎
（
川
糸
町
）

な
ど
に
計
３
７
０
台
分
を
確
保
。

駐
車
場
と
会
場
を
結
ぶ
無
料
の
定

期
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
、
午
前
９
時

40
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
約
15

分
間
隔
で
運
行
し
ま
す
。
周
辺
商

業
施
設
に
は
駐
車
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
あ
や
バ
ス
が
全

路
線
で
無
料
に
な
り
ま
す
。
駐
車

場
や
市
街
地
の
道
路
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
会
場
へ
の
お

出
掛
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5 4

　パ
レ
ー
ト
の
法
則

　「パ
レ
ー
ト
の
法
則
」
と
は
、

イ
タ
リ
ア
の
経
済
学
者
パ
レ
ー

ト
が
示
し
た
理
論
で
、
数
値
の

大
部
分
は
全
体
を
構
成
す
る
う

ち
の
一
部
の
要
素
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
と
い
う
原
理
。
例
え
ば

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
売
上
の
８

割
は
全
顧
客
の
上
位
２
割
が
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
売

上
を
伸
ば
す
に
は
全
顧
客
を
対

象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
よ

り
も
贔
屓
の
客
に
的
を
絞
っ
て

策
を
打
つ
方
が
効
果
的
で
あ
る

と
言
う
。
更
に
は
売
上
の
８
割

は
全
商
品
銘
柄
の
う
ち
２
割

で
、
し
か
も
全
従
業
員
の
２
割

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る

と
か
、
仕
事
の
成
果
の
８
割
は

費
や
し
た
時
間
の
２
割
で
達
成

さ
れ
て
い
る
と
か…

。転
じ
て
、

故
障
の
８
割
も
２
割
の
部
品
か

ら
発
生
し
て
い
る
と
か
、
所
得

税
の
８
割
は
納
税
者
の
２
割
が

担
っ
て
い
る
と
か…

こ
の
法
則

が
引
用
さ
れ
る
範
囲
は
広
い
。

　要
は
社
会
現
象
と
い
う
の
は

決
し
て
平
均
的
で
な
く
バ
ラ
ツ

キ
や
偏
り
が
存
在
し
、
一
部
が

全
体
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
、
謂
わ
ば
当
た
り

前
の
こ
と
を
指
摘
し
た
経
験
則

と
も
言
え
る
。
逆
に
言
え
ば
、

「
２
割
」
の
贔
屓
の
客
、
或
い

は
売
れ
筋
商
品
、
し
っ
か
り
し

た
従
業
員
が
い
れ
ば
組
織
は
安

泰
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
コ

ア
（
中
心
）」
を
持
つ
べ
き
重

要
性
に
気
付
か
さ
れ
る
。
し
か

し
パ
レ
ー
ト
は
続
け
て
「
そ
の

２
割
を
間
引
け
ば
８
割
の
中
か

ら
ま
た
新
た
な
２
割
が
生
ま
れ

て
く
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

社
会
と
い
う
の
は
相
対
的―

。

夫
々
が
居
心
地
の
良
い
位
置
取

り
を
し
な
が
ら
、
微
妙
な
バ
ラ

ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る〝
法

則
〞
で
も
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

92

ひ
い
き

い

ひ
い
き

そ
れ
ぞ
れ

市立病院で各種取り組み

考えてみよう
　 糖尿病のこと

教えて先生！

新 任 医 師 紹 介

　泌尿器疾患はもちろん
のこと、透析療法にも親
身に対応します。地域医
療の一端を担えるよう頑
張りますので、よろしく
お願いします。

糖尿病専門医

千 丸 貴 史医師
せん　まる　 たか　ふみ

管理栄養士
宮 崎 順 子さん

村上美智子さん
糖尿病看護認定看護師

木 下 　 淳さん
　市立病院に10月１日から、新たに医師
が赴任しました。

　糖尿病試食会では、食事の前後に
血糖値を測定。自分の体の状態が分か
ります。教室の講義テーマや試食内容
は毎回変わるので、いつからでも、何
度でも参加できます。糖尿病患者さん
をはじめ、そのご家族や関心がある人
など、どなたでも気軽にご参加くださ
い。

　糖尿病は足に神経障害が起こりやすいため、
足のケアが大切。フットケアや療養生活の相談
を行い、患者さん自身が糖尿病と上手く
付き合えるよう支援し
ています。また、糖
尿病に関する出前講
座も実施。地域に出
向き、病気の予防
や対策等について
　講義します。

　血液中の糖の量を調整するインスリンの作用不
足により、血糖値が高くなっている状態が続く病気
です。自覚症状がないまま重症化する例もあり、網
　　　　　　　　膜症や腎症、神経障害などの合併
　　　　　　　　症を伴うことがあります。

　糖尿病治療の目的は血糖値を改
善するだけでなく、合併症の発症・
　 進行を阻止することです。日ご
　  ろからバランスの良い食事と適
　　 度な運動を心掛けるとともに、
　　  合併症の早期発見に努めま
　　　　　　　　しょう。

どんなことに
気を付ければいいの？

糖尿病ってどんな病気？

各
種
教
室
に
ご
参
加
を

合
併
症
検
査
が
１
日
で
完
了

じゅん

泌尿器科

谷 口 英 史医師
たに　ぐち　 ひで　ふみ

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
青
野
町

の
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
で
開

催
。
毎
年
好
評
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

大
会
や
あ
や
べ
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ

ア
の
ほ
か
▽
農
産
物
や
農
産
加
工

品
等
の
販
売
▽
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ

　
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
（
同
ま
つ
り
実
行
委
員

会
主
催
）
が
11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ビンゴゲームは今年も景品を多数用意

地元の丹州材に触れられる木工教室も

●食育・健康講演会
●骨密度・血管年齢などの測定
●各種相談コーナー ●模擬店など

《時間》午前10時～午後３時
《場所》保健福祉センター（青野町）

同日
開催！ あやべ食育・
すこやかフェスティバル

おい
で
よ
！

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り

各
種
催
し
多
彩
に

無
料
の
あ
や
バ
ス
ご
利
用
を

結核・肺がん検診が受けられます！
（無料、申し込み不要）

11月５日（日）

後
７
時
〜
10
時
。
場
所
／
市
消
防
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。

参
加
費
／
無
料
。
申
込
み
／
11
月
６

日（
月
）ま
で
に
消
防
本
部
へ
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
多
年

に
お
い
て
福
祉
分
野
で
功
績
の
あ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
、
表

彰
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
11
月
２
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
２

階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
西
町
一
丁
目
）。

内
容
／
市
長
表
彰
、
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
、
受
彰
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
笑
顔
の
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー

ジ
２
０
１
７
」
〜
福
祉
の
現
場
か
ら

〜
と
題
し
て
各
福
祉
分
野
の
受
彰
者

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

問
民
生
児
童
課

　☎（
42
）４
２
５
０
、

　社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　市
と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
ほ
っ

と
ラ
ン
ド
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま

　府
は
、
悩
み
を
抱
え
る
家
族
や
仲

間
に
気
付
き
、
寄
り
添
う
「
話
の
聴

き
方
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
６
日（
月
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）。
定
員
／
50
人
。
受
講
料

／
無
料
。
申
込
み
／
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
「
話
の
聴
き
方

講
座
参
加
申
込
み
（
11
／
６
）
舞
鶴
」

と
書
い
て
フ
ァ
ク
ス
で
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
同
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め

ま
す
。

問
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

　フ
ァ
ク
ス

　０
７
５（
７
０
２
）６
２
８
５

　府
福
祉
・
援
護
課

　☎
０
７
５（
４
１
４
）４
６
２
８

　市
消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
、
止
血
法

な
ど
の
知
識
・
技
術
の
普
及
を
行
う

指
導
者
を
養
成
す
る
講
習
会
を
実

施
。
講
座
は
全
８
回
で
、
す
べ
て
受

講
し
た
人
に
は
、
認
定
証
を
交
付
し

ま
す
。

日
時
／
11
月
７
日（
火
）〜
12
月
１
日

（
金
）の
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
。
午

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。
貸

付
予
定
日
／
12
月
15
日（
金
）。
返
済

／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。
申
込
み

／
11
月
20
日（
月
）〜
12
月
１
日（
金
）

に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
は
、
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
を
目
指
す
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
相
談
会

日
時
／
11
月
７
日（
火
）午
後
１
時
〜

４
時
。
場
所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
綾
部

（
宮
代
町
）。
内
容
／
福
祉
の
資
格
取

得
や
職
場
見
学
、
福
祉
業
界
へ
の
就

職
相
談
な
ど
。
求
職
活
動
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
就
業
相
談

日
時
／
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。第
２
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

場
所
／
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉

人
材
コ
ー
ナ
ー
（
福
知
山
市
）。

　い
ず
れ
も
事
前
予
約
制
。
資
格
・

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

　コ
ー
ナ
ー
☎（
22
）３
８
７
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
22
）２
８
１
８

す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
２
時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。
内
容
／
子
育
て

応
援
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も

の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
吹
奏
楽
コ
ン

サ
ー
ト
、
お
菓
子
の
販
売
な
ど
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）０
１
１
１
、

　（42
）４
２
５
２

　市
は
、
12
月
３
日
〜
９
日
の
「
障

害
者
週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
作
品
展

を
開
催
。
手
芸
や
指
編
み
、
書
道
、

陶
芸
、ク
ラ
フ
ト
、折
り
紙
、絵
手
紙
、

俳
句
な
ど
、
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ぞ
み
の
講
座
に
通
う
受
講
生

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
１
日（
金
）〜
６
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。
２
日

と
３
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野

町
）。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実

施
期
間
で
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課

　☎（
42
）４
２
０
５

　「海
の
京
都
」
綾
部
地
区
協
議
会

は
、
綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

「
蚕
都
綾
部
物
語
」
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
集

合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス

ク
エ
ア
（
青
野
町
）。
コ
ー
ス
／
グ

ン
ゼ
記
念
館
を
出
発
し
、
月
見
町
や

長
生
殿
、
丹
陽
教
会
等
を
巡
り
、
あ

や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
に
戻
り
ま

す
。
参
加
料
／
無
料
。
昼
食
は
各
自

で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。定
員
／
20
人
。

申
込
み
／
10
月
26
日（
木
）〜
11
月
９

日（
木
）に
電
話
で
観
光
協
会
へ
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
６
４
人
（
男
１
５
８

４
５
、
女
１
７
１
１
９
）。
世
帯
数

は
１
３
８
０
５
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、
国

や
府
、
市
で
は
本
年
度
も
除
雪
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
車
を
路
上
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

路
上
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
樹
木
な
ど
は
、
所
有
者
で
伐

採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
消

防
施
設
付
近
の
除
雪
は
早
め
に
地
域

で
お
願
い
し
ま
す
。
円
滑
に
進
む
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎（
42
）４
２
８
０

　市
長
が
、
市
内
の
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
皆
さ
ん
の

も
と
へ
出
向
き
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ

の
活
動
内
容
な
ど
を
テ
ー
マ
に
座
談

会
形
式
で
交
流
し
ま
す
。

日
時
／
毎
月
、
第
２
木
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
。
第
４
木
曜
日
の

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。
祝
日
や
市

長
公
務
に
よ
っ
て
は
変
更
も
あ
り
ま

す
。
応
募
要
項
／
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
秘
書
広
報
課

広
報
・
広
聴
担
当
へ
。
フ
ァ
ク
ス
、

ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
は
、
犯
罪

と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権

侵
害
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
／
府
北
部
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
22
）９
９
１
１
（
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）。
市
女
性
相
談

☎（
42
）１
８
０
１
（
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）。
綾
部
警
察
署

☎（
42
）０
１
１
０
（
24
時
間
）。

問
あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
「
火
の

用
心

　こ
と
ば
を
形
に

　習
慣
に
」

を
統
一
標
語
に
、
全
国
一
斉
に
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　火
災
は
少
し
の
不
注
意
か
ら
発
生

し
、
大
切
な
命
や
多
く
の
財
産
を
失

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
１
人
ひ
と
り

が
防
火
に
努
め
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
火
の
元
の
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
火
災
か
ら
命
と
暮

ら
し
を
見
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
と
点
検
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

★調理員（臨時職員）
★生活支援員
★グループホーム世話人（夜勤）
★デイサービス看護職員（臨時職員）

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上

の
理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に

入
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
30
年
４
月
に
大
学

や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入

学
す
る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀

で
就
学
に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護

者
が
１
年
以
上
市
内
に
住
ん
で

い
る
▽
世
帯
の
全
所
得
が
生
活

保
護
基
準
の
１
・
５
倍
以
下―

な
ど
の
要
件
を
満
た
す
人
。
進

学
後
に
、
ほ
か
の
奨
学
金
を
受

け
る
人
も
利
用
で
き
ま
す
。
支

給
額
／
30
万
円
。
支
給
決
定
／

12
月
に
書
類
審
査
と
面
接
を
行

い
、
平
成
30
年
１
月
に
決
定
。

定
員
／
10
〜
15
人
程
度
。
申
請

／
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
11

月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

に
学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯
を

対
象
に
暮
ら
し
に
必
要
な
資
金
を
無

利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
金
が
未

返
済
の
世
帯
に
は
、
今
回
新
た
に
貸

し
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
職
を

目
指
す
人
を
応
援
し
ま
す
！

く
ら
し
の
資
金
貸
し
付
け

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
２
０
１
７

ふ
れ
あ
い
出
張
市
長
室

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

話
の
聴
き
方
講
座

応
急
手
当
普
及
員
講
習

第
39
回
綾
部
市
社
会
福
祉
大
会

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー

入
学
支
度
金
を
支
給

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

12月2日土14：00開演12月2日土14：00開演

前
売
り

《全席指定》
一　　般
2,500円
高校生以下
1,500円

宝くじおしゃべり音楽館

※宝くじの助成により、
　特別料金です。

※只今、四方ハツ子さんの「和紙ちぎり絵」展開催中
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ
当店自慢の薬膳料理はいかがですか？

・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

※29日より綾部産軍鶏を使った薬膳スープを期間限定で
　ご注文いただけます
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優
秀
＝
小
林
美
琴（
豊
里
中
２
年
）

▽
梅
原
創
明
（
上
林
中
２
年
）
佳

作
＝
長
南
歩
希
（
綾
部
小
６
年
）

▽
出
口
孝
和
（
同
）▽
能
勢
智
咲

（
西
八
田
小
５
年
）▽
梅
原
詩
音

（
上
林
小
６
年
）▽
藤
井
望
来（
同
）

▽
齊
藤
凜
（
八
田
中
３
年
）

優
秀
＝
原
田
竜
之
介
（
豊
里
中
１

年
）▽
山
下
明
輝
人
（
同
）
佳
作

＝
佐
藤
大
仁
（
豊
里
小
５
年
）▽

河
北
梨
帆
（
志
賀
小
３
年
）▽
玉

木
千
太
郎
（
同
）▽
田
中
茉
優
（
西

八
田
小
６
年
）▽
永
井
悠
也
（
豊

里
中
１
年
）▽
山
下
桃
果
（
同
）▽

奥
谷
珠
凪
（
何
北
中
２
年
）▽
竹

原
美
優
（
同
）▽
村
上
結
（
同
）

市
は
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
今
年
も
開

催
し
ま
し
た
。
応
募
は
小
学
校
３

３
７
点
（
低
学
年
１
６
８
点
、
高

学
年
１
６
９
点
）、
中
学
校
60
点

の
計
３
９
７
点
。
最
優
秀
以
外
の

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬

称
略
）。

優
秀
＝
菅
澤
優
心（
綾
部
小
１
年
）

▽
村
上
綾
（
吉
美
小
３
年
）
入
賞

＝
逆
瀬
川
琉
聖
（
綾
部
小
１
年
）

▽
塚
﨑
葉
苗
（
同
）▽
柳
田
栞
里

（
同
）▽
岡
副
羽
空（
東
綾
小
１
年
）

▽
波
多
野
光
（
同
）

優
秀
＝
稲
次
悠
（
中
筋
小
４
年
）

▽
荒
井
梨
利
花（
東
八
田
小
４
年
）

入
賞
＝
上
原
陸
人（
綾
部
小
４
年
）

▽
金
田
紗
良
（
同
）▽
長
南
奏
希

（
同
）▽
東
あ
か
り
（
同
）▽
前
岡

星
（
中
筋
小
４
年
）

優
秀
＝
岩
﨑
楓
花（
何
北
中
３
年
）

▽
竹
原
出
萌
（
同
）
入
賞
＝
兼
房

京
子
（
綾
部
中
２
年
）▽
畑
野
詩

（
何
北
中
３
年
）▽
村
澤
梨
々
乃

（
八
田
中
２
年
）▽
岸
本
遥
（
上
林

中
３
年
）▽
福
井
麗
（
同
）

男女共同参画社会づくり

図画・ポスター
コンクール
キャッチフレーズ賞

ポ
ス
タ
ー・作
文
コ
ン
ク
ー
ル

第
26
回
世
界
連
邦
推
進
小
・
中
学
生

　
地
球
市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
（
委
員
長
＝
山
崎
善
也
・
綾
部
市
長
）
が

平
和
と
環
境
を
テ
ー
マ
に
毎
年
行
っ
て
い
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
こ

の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
は
ポ
ス
タ
ー
３
６
９
点
、
作
文
87
点
。
表
彰

は
10
月
９
日
に
開
催
し
た
地
球
市
民
の
集
い
で
行
い
ま
し
た
。入
賞
作
品
は
、

世
界
連
邦
運
動
協
会
（
東
京
都
）
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
ま
す
。
入

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）。

　…今、私の家では学校に行け
ない外国の子どもたちが少しで
も学校に行けるようにするため
のえん助をしている。（中略）
今後も自分たちに出来る支えん
を続けていきたい。（抜粋）

ポ
ス
タ
ー
の
部

小
学
校
低
学
年
の
部

小
学
校
高
学
年
の
部

中
学
生
の
部

作
文
の
部

最優秀作品

田 中 健 斗（西八田小３年）

井 上 　 心（綾部小４年）吉田心乃美（八田中２年）

最優秀作品

緒 嶋 怜 唯（吉美小６年）

神 田 南 美（西八田小６年）

岩 﨑 楓 花（何北中３年）

「当たり前を考える」

男女共同参画
　 はじめの一歩は思いやり

ゆ

　う

は
な
え

は

　く

な
る
き

そ
う
め
いあ

ゆ
き

た
か 

や
す

し  

お
ん

み

　

 

く

あ

　き

　と

と
も 

ひ
と

ま
ひ
ろ

も
も  

か

じ
ゅ
な

せ
い

ふ
う  

か

い
ず
も

う
た

う
ら
ら

みなみ

れ　  い
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市は９月20日、京都犯罪被害者支援
センター（大谷實代表理事）と「犯罪被
害者等支援の連携協力に関する協定」を
締結しました。犯罪被害者からの相談に
対し、同センターと市が協定に基づき速
やかに連携。必要な行政手続きや適切な
心理ケア等を行っていきます。

犯罪被害者支援の
連携協定を締結

市はこのほど、綾部市森林組合（⻆山
宏代表理事組合長）から、市内産の木材
を使用した木製ベンチ50基の寄贈を受
けました。ベンチは、同組合が昭和42
年の市内６組合による新設合併から50
周年を迎えたことを記念して製作された
ものです。市は同組合の意向に沿って、
市内の小中学校や観光施設などに配置。
吉美小学校では図書コーナー等で活用し
ています。

市森林組合から木製ベンチ寄贈

地元でライブ  HAPPYが表敬訪問

東綾小学校（鷹栖町）の３年生児童12
人が９月14日、地元の伝統漁法「やな
漁」について学びました。あやべ山家観
光やな漁保存会の木下泰洋会長から、や
な漁の歴史やアユの生態について説明を
受けた後やなを見学。アユを手づかみ
し、歓声をあげていました。

伝統漁法「やな漁」を学ぶ

　本市出身のバンド、ＨＡＰＰＹの５人が９
月22日、山崎善也市長を表敬訪問しました。
「離れて初めてふる
さとの温かさが分か
った。良い音楽を作
ることで、綾部の
良さを多くの人に
伝えたい」と郷
土愛あふれる５
人。志賀郷町で

ライブを企画した10月14日が、平和と環境の日であることから「生
まれ育ったまちが、日本初の世界連邦都市宣言をしたということ
が誇らしい。楽しい１日にしたい」と意欲を見せました。

綾部大好き！
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優
秀
＝
小
林
美
琴（
豊
里
中
２
年
）

▽
梅
原
創
明
（
上
林
中
２
年
）
佳

作
＝
長
南
歩
希
（
綾
部
小
６
年
）

▽
出
口
孝
和
（
同
）▽
能
勢
智
咲

（
西
八
田
小
５
年
）▽
梅
原
詩
音

（
上
林
小
６
年
）▽
藤
井
望
来（
同
）

▽
齊
藤
凜
（
八
田
中
３
年
）

優
秀
＝
原
田
竜
之
介
（
豊
里
中
１

年
）▽
山
下
明
輝
人
（
同
）
佳
作

＝
佐
藤
大
仁
（
豊
里
小
５
年
）▽

河
北
梨
帆
（
志
賀
小
３
年
）▽
玉

木
千
太
郎
（
同
）▽
田
中
茉
優
（
西

八
田
小
６
年
）▽
永
井
悠
也
（
豊

里
中
１
年
）▽
山
下
桃
果
（
同
）▽

奥
谷
珠
凪
（
何
北
中
２
年
）▽
竹

原
美
優
（
同
）▽
村
上
結
（
同
）

市
は
、
男
女
共
同
参
画
へ
の
理

解
を
深
め
て
も
ら
う
た
め
、
小
・

中
学
生
を
対
象
と
し
た
図
画
・
ポ

ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
今
年
も
開

催
し
ま
し
た
。
応
募
は
小
学
校
３

３
７
点
（
低
学
年
１
６
８
点
、
高

学
年
１
６
９
点
）、
中
学
校
60
点

の
計
３
９
７
点
。
最
優
秀
以
外
の

入
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
で
す
（
敬

称
略
）。

優
秀
＝
菅
澤
優
心（
綾
部
小
１
年
）

▽
村
上
綾
（
吉
美
小
３
年
）
入
賞

＝
逆
瀬
川
琉
聖
（
綾
部
小
１
年
）

▽
塚
﨑
葉
苗
（
同
）▽
柳
田
栞
里

（
同
）▽
岡
副
羽
空（
東
綾
小
１
年
）

▽
波
多
野
光
（
同
）

優
秀
＝
稲
次
悠
（
中
筋
小
４
年
）

▽
荒
井
梨
利
花（
東
八
田
小
４
年
）

入
賞
＝
上
原
陸
人（
綾
部
小
４
年
）

▽
金
田
紗
良
（
同
）▽
長
南
奏
希

（
同
）▽
東
あ
か
り
（
同
）▽
前
岡

星
（
中
筋
小
４
年
）

優
秀
＝
岩
﨑
楓
花（
何
北
中
３
年
）

▽
竹
原
出
萌
（
同
）
入
賞
＝
兼
房

京
子
（
綾
部
中
２
年
）▽
畑
野
詩

（
何
北
中
３
年
）▽
村
澤
梨
々
乃

（
八
田
中
２
年
）▽
岸
本
遥
（
上
林

中
３
年
）▽
福
井
麗
（
同
）

男女共同参画社会づくり

図画・ポスター
コンクール
キャッチフレーズ賞

ポ
ス
タ
ー・作
文
コ
ン
ク
ー
ル

第
26
回
世
界
連
邦
推
進
小
・
中
学
生

　
地
球
市
民
の
集
い
実
行
委
員
会
（
委
員
長
＝
山
崎
善
也
・
綾
部
市
長
）
が

平
和
と
環
境
を
テ
ー
マ
に
毎
年
行
っ
て
い
る
コ
ン
ク
ー
ル
の
入
賞
作
品
が
こ

の
ほ
ど
決
ま
り
ま
し
た
。
応
募
は
ポ
ス
タ
ー
３
６
９
点
、
作
文
87
点
。
表
彰

は
10
月
９
日
に
開
催
し
た
地
球
市
民
の
集
い
で
行
い
ま
し
た
。入
賞
作
品
は
、

世
界
連
邦
運
動
協
会
（
東
京
都
）
の
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
に
出
品
し
ま
す
。
入

賞
者
は
次
の
皆
さ
ん
（
敬
称
略
）。

　…今、私の家では学校に行け
ない外国の子どもたちが少しで
も学校に行けるようにするため
のえん助をしている。（中略）
今後も自分たちに出来る支えん
を続けていきたい。（抜粋）

ポ
ス
タ
ー
の
部

小
学
校
低
学
年
の
部

小
学
校
高
学
年
の
部

中
学
生
の
部

作
文
の
部

最優秀作品

田 中 健 斗（西八田小３年）

井 上 　 心（綾部小４年）吉田心乃美（八田中２年）

最優秀作品

緒 嶋 怜 唯（吉美小６年）

神 田 南 美（西八田小６年）

岩 﨑 楓 花（何北中３年）

「当たり前を考える」

男女共同参画
　 はじめの一歩は思いやり

ゆ

　う

は
な
え

は

　く

な
る
き

そ
う
め
いあ

ゆ
き

た
か 

や
す

し  

お
ん

み

　

 

く

あ

　き

　と

と
も 

ひ
と

ま
ひ
ろ

も
も  

か

じ
ゅ
な

せ
い

ふ
う  

か

い
ず
も

う
た

う
ら
ら

みなみ

れ　  い
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市は９月20日、京都犯罪被害者支援
センター（大谷實代表理事）と「犯罪被
害者等支援の連携協力に関する協定」を
締結しました。犯罪被害者からの相談に
対し、同センターと市が協定に基づき速
やかに連携。必要な行政手続きや適切な
心理ケア等を行っていきます。

犯罪被害者支援の
連携協定を締結

市はこのほど、綾部市森林組合（⻆山
宏代表理事組合長）から、市内産の木材
を使用した木製ベンチ50基の寄贈を受
けました。ベンチは、同組合が昭和42
年の市内６組合による新設合併から50
周年を迎えたことを記念して製作された
ものです。市は同組合の意向に沿って、
市内の小中学校や観光施設などに配置。
吉美小学校では図書コーナー等で活用し
ています。

市森林組合から木製ベンチ寄贈

地元でライブ  HAPPYが表敬訪問

東綾小学校（鷹栖町）の３年生児童12
人が９月14日、地元の伝統漁法「やな
漁」について学びました。あやべ山家観
光やな漁保存会の木下泰洋会長から、や
な漁の歴史やアユの生態について説明を
受けた後やなを見学。アユを手づかみ
し、歓声をあげていました。

伝統漁法「やな漁」を学ぶ

　本市出身のバンド、ＨＡＰＰＹの５人が９
月22日、山崎善也市長を表敬訪問しました。
「離れて初めてふる
さとの温かさが分か
った。良い音楽を作
ることで、綾部の
良さを多くの人に
伝えたい」と郷
土愛あふれる５
人。志賀郷町で

ライブを企画した10月14日が、平和と環境の日であることから「生
まれ育ったまちが、日本初の世界連邦都市宣言をしたということ
が誇らしい。楽しい１日にしたい」と意欲を見せました。

綾部大好き！



厚
生
労
働
省
の
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年

時
点
で
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る
人

は
全
国
で
約
１
０
０
０
万
人
。
４

年
前
の
調
査
か
ら
50
万
人
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
青
野
町

の
市
立
病
院
（
鴻
巣
寛
院
長
）
で

行
っ
て
い
る
、
糖
尿
病
予
防
・
改

善
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

市
立
病
院
は
平
成
28
年
11
月
、

糖
尿
病
に
よ
る
合
併
症
の
検
査
・

診
察
を
１
日
の
う
ち
に
受
け
ら
れ

る
「
糖
尿
病
合
併
症
外
来
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
腎
臓
・
目
・
神
経
・

血
管
な
ど
の
合
併
症
検
査
と
日
本

糖
尿
病
学
会
に
認
定
を
受
け
た

「
糖
尿
病
専
門
医
」
に
よ
る
診
察

を
行
い
ま
す
。
糖
尿
病
専
門
医
は

府
北
部
に
わ
ず
か
７
人
で
、
う
ち

１
人
が
市
立
病
院
で
常
勤
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
同
病
院
に
は
、
糖

尿
病
看
護
に
つ
い
て
高
い
知
識
と

技
術
を
持
つ
「
糖
尿
病
看
護
認
定

看
護
師
」
が
２
人
勤
務
。
府
北
部

の
糖
尿
病
患
者
を
診
る
役
割
を
担

う
べ
く
、
医
師
と
看
護
師
、
か
か

り
つ
け
医
等
が
連
携
し
て
診
察
し

て
い
ま
す
。

同
病
院
で
は
、
医
師
や
看
護
師

だ
け
で
な
く
、
管
理
栄
養
士
や
薬

剤
師
、
検
査
技
師
が
連
携
し
、
糖

尿
病
と
付
き
合
う
方
法
を
学
ぶ
教

室
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
月

の
糖
尿
病
教
室
で
は
、
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
各
専
門
分
野
の
ス
タ
ッ

フ
が
講
義
。
糖
尿
病
食
を
食
べ
て

学
ぶ
試
食
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
18
日
に
は
、
糖
尿
病
に
関
す

る
講
演
や
講
座
、
血
糖
値
等
の
測

定
な
ど
を
行
う
市
民
公
開
講
座
を

開
催
（
詳
細
は
本
紙
お
知
ら
せ
版

参
照
）。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
商
工
業
者

の
製
品
販
売
と
展
示
▽
綾
部
工
業

団
地
立
地
企
業
の
Ｐ
Ｒ
・
ゲ
ー
ム

▽
一
般
参
加
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス―

な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

駐
車
場
は
、由
良
川
花
庭
園（
青

野
町
）
と
府
総
合
庁
舎
（
川
糸
町
）

な
ど
に
計
３
７
０
台
分
を
確
保
。

駐
車
場
と
会
場
を
結
ぶ
無
料
の
定

期
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
、
午
前
９
時

40
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
約
15

分
間
隔
で
運
行
し
ま
す
。
周
辺
商

業
施
設
に
は
駐
車
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
あ
や
バ
ス
が
全

路
線
で
無
料
に
な
り
ま
す
。
駐
車

場
や
市
街
地
の
道
路
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
会
場
へ
の
お

出
掛
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
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　パ
レ
ー
ト
の
法
則

　「パ
レ
ー
ト
の
法
則
」
と
は
、

イ
タ
リ
ア
の
経
済
学
者
パ
レ
ー

ト
が
示
し
た
理
論
で
、
数
値
の

大
部
分
は
全
体
を
構
成
す
る
う

ち
の
一
部
の
要
素
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
と
い
う
原
理
。
例
え
ば

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
売
上
の
８

割
は
全
顧
客
の
上
位
２
割
が
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
売

上
を
伸
ば
す
に
は
全
顧
客
を
対

象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
よ

り
も
贔
屓
の
客
に
的
を
絞
っ
て

策
を
打
つ
方
が
効
果
的
で
あ
る

と
言
う
。
更
に
は
売
上
の
８
割

は
全
商
品
銘
柄
の
う
ち
２
割

で
、
し
か
も
全
従
業
員
の
２
割

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る

と
か
、
仕
事
の
成
果
の
８
割
は

費
や
し
た
時
間
の
２
割
で
達
成

さ
れ
て
い
る
と
か…

。転
じ
て
、

故
障
の
８
割
も
２
割
の
部
品
か

ら
発
生
し
て
い
る
と
か
、
所
得

税
の
８
割
は
納
税
者
の
２
割
が

担
っ
て
い
る
と
か…

こ
の
法
則

が
引
用
さ
れ
る
範
囲
は
広
い
。

　要
は
社
会
現
象
と
い
う
の
は

決
し
て
平
均
的
で
な
く
バ
ラ
ツ

キ
や
偏
り
が
存
在
し
、
一
部
が

全
体
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
、
謂
わ
ば
当
た
り

前
の
こ
と
を
指
摘
し
た
経
験
則

と
も
言
え
る
。
逆
に
言
え
ば
、

「
２
割
」
の
贔
屓
の
客
、
或
い

は
売
れ
筋
商
品
、
し
っ
か
り
し

た
従
業
員
が
い
れ
ば
組
織
は
安

泰
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
コ

ア
（
中
心
）」
を
持
つ
べ
き
重

要
性
に
気
付
か
さ
れ
る
。
し
か

し
パ
レ
ー
ト
は
続
け
て
「
そ
の

２
割
を
間
引
け
ば
８
割
の
中
か

ら
ま
た
新
た
な
２
割
が
生
ま
れ

て
く
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

社
会
と
い
う
の
は
相
対
的―

。

夫
々
が
居
心
地
の
良
い
位
置
取

り
を
し
な
が
ら
、
微
妙
な
バ
ラ

ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る〝
法

則
〞
で
も
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

92

ひ
い
き

い

ひ
い
き

そ
れ
ぞ
れ

市立病院で各種取り組み

考えてみよう
　 糖尿病のこと

教えて先生！

新 任 医 師 紹 介

　泌尿器疾患はもちろん
のこと、透析療法にも親
身に対応します。地域医
療の一端を担えるよう頑
張りますので、よろしく
お願いします。

糖尿病専門医

千 丸 貴 史医師
せん　まる　 たか　ふみ

管理栄養士
宮 崎 順 子さん

村上美智子さん
糖尿病看護認定看護師

木 下 　 淳さん
　市立病院に10月１日から、新たに医師
が赴任しました。

　糖尿病試食会では、食事の前後に
血糖値を測定。自分の体の状態が分か
ります。教室の講義テーマや試食内容
は毎回変わるので、いつからでも、何
度でも参加できます。糖尿病患者さん
をはじめ、そのご家族や関心がある人
など、どなたでも気軽にご参加くださ
い。

　糖尿病は足に神経障害が起こりやすいため、
足のケアが大切。フットケアや療養生活の相談
を行い、患者さん自身が糖尿病と上手く
付き合えるよう支援し
ています。また、糖
尿病に関する出前講
座も実施。地域に出
向き、病気の予防
や対策等について
　講義します。

　血液中の糖の量を調整するインスリンの作用不
足により、血糖値が高くなっている状態が続く病気
です。自覚症状がないまま重症化する例もあり、網
　　　　　　　　膜症や腎症、神経障害などの合併
　　　　　　　　症を伴うことがあります。

　糖尿病治療の目的は血糖値を改
善するだけでなく、合併症の発症・
　 進行を阻止することです。日ご
　  ろからバランスの良い食事と適
　　 度な運動を心掛けるとともに、
　　  合併症の早期発見に努めま
　　　　　　　　しょう。

どんなことに
気を付ければいいの？

糖尿病ってどんな病気？

各
種
教
室
に
ご
参
加
を

合
併
症
検
査
が
１
日
で
完
了

じゅん

泌尿器科

谷 口 英 史医師
たに　ぐち　 ひで　ふみ

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
青
野
町

の
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
で
開

催
。
毎
年
好
評
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

大
会
や
あ
や
べ
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ

ア
の
ほ
か
▽
農
産
物
や
農
産
加
工

品
等
の
販
売
▽
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ

　
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
（
同
ま
つ
り
実
行
委
員

会
主
催
）
が
11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ビンゴゲームは今年も景品を多数用意

地元の丹州材に触れられる木工教室も

●食育・健康講演会
●骨密度・血管年齢などの測定
●各種相談コーナー ●模擬店など

《時間》午前10時～午後３時
《場所》保健福祉センター（青野町）

同日
開催！ あやべ食育・
すこやかフェスティバル

おい
で
よ
！

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り

各
種
催
し
多
彩
に

無
料
の
あ
や
バ
ス
ご
利
用
を

結核・肺がん検診が受けられます！
（無料、申し込み不要）

11月５日（日）

後
７
時
〜
10
時
。
場
所
／
市
消
防
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。

参
加
費
／
無
料
。
申
込
み
／
11
月
６

日（
月
）ま
で
に
消
防
本
部
へ
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
多
年

に
お
い
て
福
祉
分
野
で
功
績
の
あ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
、
表

彰
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
11
月
２
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
２

階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
西
町
一
丁
目
）。

内
容
／
市
長
表
彰
、
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
、
受
彰
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
笑
顔
の
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー

ジ
２
０
１
７
」
〜
福
祉
の
現
場
か
ら

〜
と
題
し
て
各
福
祉
分
野
の
受
彰
者

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

問
民
生
児
童
課

　☎（
42
）４
２
５
０
、

　社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　市
と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
ほ
っ

と
ラ
ン
ド
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま

　府
は
、
悩
み
を
抱
え
る
家
族
や
仲

間
に
気
付
き
、
寄
り
添
う
「
話
の
聴

き
方
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
６
日（
月
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）。
定
員
／
50
人
。
受
講
料

／
無
料
。
申
込
み
／
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
「
話
の
聴
き
方

講
座
参
加
申
込
み
（
11
／
６
）
舞
鶴
」

と
書
い
て
フ
ァ
ク
ス
で
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
同
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め

ま
す
。

問
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

　フ
ァ
ク
ス

　０
７
５（
７
０
２
）６
２
８
５

　府
福
祉
・
援
護
課

　☎
０
７
５（
４
１
４
）４
６
２
８

　市
消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
、
止
血
法

な
ど
の
知
識
・
技
術
の
普
及
を
行
う

指
導
者
を
養
成
す
る
講
習
会
を
実

施
。
講
座
は
全
８
回
で
、
す
べ
て
受

講
し
た
人
に
は
、
認
定
証
を
交
付
し

ま
す
。

日
時
／
11
月
７
日（
火
）〜
12
月
１
日

（
金
）の
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
。
午

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。
貸

付
予
定
日
／
12
月
15
日（
金
）。
返
済

／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。
申
込
み

／
11
月
20
日（
月
）〜
12
月
１
日（
金
）

に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
は
、
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
を
目
指
す
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
相
談
会

日
時
／
11
月
７
日（
火
）午
後
１
時
〜

４
時
。
場
所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
綾
部

（
宮
代
町
）。
内
容
／
福
祉
の
資
格
取

得
や
職
場
見
学
、
福
祉
業
界
へ
の
就

職
相
談
な
ど
。
求
職
活
動
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
就
業
相
談

日
時
／
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。第
２
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

場
所
／
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉

人
材
コ
ー
ナ
ー
（
福
知
山
市
）。

　い
ず
れ
も
事
前
予
約
制
。
資
格
・

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

　コ
ー
ナ
ー
☎（
22
）３
８
７
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
22
）２
８
１
８

す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
２
時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。
内
容
／
子
育
て

応
援
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も

の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
吹
奏
楽
コ
ン

サ
ー
ト
、
お
菓
子
の
販
売
な
ど
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）０
１
１
１
、

　（42
）４
２
５
２

　市
は
、
12
月
３
日
〜
９
日
の
「
障

害
者
週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
作
品
展

を
開
催
。
手
芸
や
指
編
み
、
書
道
、

陶
芸
、ク
ラ
フ
ト
、折
り
紙
、絵
手
紙
、

俳
句
な
ど
、
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ぞ
み
の
講
座
に
通
う
受
講
生

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
１
日（
金
）〜
６
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。
２
日

と
３
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野

町
）。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実

施
期
間
で
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課

　☎（
42
）４
２
０
５

　「海
の
京
都
」
綾
部
地
区
協
議
会

は
、
綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

「
蚕
都
綾
部
物
語
」
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
集

合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス

ク
エ
ア
（
青
野
町
）。
コ
ー
ス
／
グ

ン
ゼ
記
念
館
を
出
発
し
、
月
見
町
や

長
生
殿
、
丹
陽
教
会
等
を
巡
り
、
あ

や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
に
戻
り
ま

す
。
参
加
料
／
無
料
。
昼
食
は
各
自

で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。定
員
／
20
人
。

申
込
み
／
10
月
26
日（
木
）〜
11
月
９

日（
木
）に
電
話
で
観
光
協
会
へ
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
６
４
人
（
男
１
５
８

４
５
、
女
１
７
１
１
９
）。
世
帯
数

は
１
３
８
０
５
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、
国

や
府
、
市
で
は
本
年
度
も
除
雪
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
車
を
路
上
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

路
上
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
樹
木
な
ど
は
、
所
有
者
で
伐

採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
消

防
施
設
付
近
の
除
雪
は
早
め
に
地
域

で
お
願
い
し
ま
す
。
円
滑
に
進
む
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎（
42
）４
２
８
０

　市
長
が
、
市
内
の
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
皆
さ
ん
の

も
と
へ
出
向
き
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ

の
活
動
内
容
な
ど
を
テ
ー
マ
に
座
談

会
形
式
で
交
流
し
ま
す
。

日
時
／
毎
月
、
第
２
木
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
。
第
４
木
曜
日
の

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。
祝
日
や
市

長
公
務
に
よ
っ
て
は
変
更
も
あ
り
ま

す
。
応
募
要
項
／
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
秘
書
広
報
課

広
報
・
広
聴
担
当
へ
。
フ
ァ
ク
ス
、

ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
は
、
犯
罪

と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権

侵
害
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
／
府
北
部
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
22
）９
９
１
１
（
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）。
市
女
性
相
談

☎（
42
）１
８
０
１
（
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）。
綾
部
警
察
署

☎（
42
）０
１
１
０
（
24
時
間
）。

問
あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
「
火
の

用
心

　こ
と
ば
を
形
に

　習
慣
に
」

を
統
一
標
語
に
、
全
国
一
斉
に
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　火
災
は
少
し
の
不
注
意
か
ら
発
生

し
、
大
切
な
命
や
多
く
の
財
産
を
失

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
１
人
ひ
と
り

が
防
火
に
努
め
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
火
の
元
の
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
火
災
か
ら
命
と
暮

ら
し
を
見
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
と
点
検
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９

9 8

綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

★調理員（臨時職員）
★生活支援員
★グループホーム世話人（夜勤）
★デイサービス看護職員（臨時職員）

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上

の
理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に

入
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
30
年
４
月
に
大
学

や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入

学
す
る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀

で
就
学
に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護

者
が
１
年
以
上
市
内
に
住
ん
で

い
る
▽
世
帯
の
全
所
得
が
生
活

保
護
基
準
の
１
・
５
倍
以
下―

な
ど
の
要
件
を
満
た
す
人
。
進

学
後
に
、
ほ
か
の
奨
学
金
を
受

け
る
人
も
利
用
で
き
ま
す
。
支

給
額
／
30
万
円
。
支
給
決
定
／

12
月
に
書
類
審
査
と
面
接
を
行

い
、
平
成
30
年
１
月
に
決
定
。

定
員
／
10
〜
15
人
程
度
。
申
請

／
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
11

月
１
日
（
水
）
〜
30
日
（
木
）

に
学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯
を

対
象
に
暮
ら
し
に
必
要
な
資
金
を
無

利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
金
が
未

返
済
の
世
帯
に
は
、
今
回
新
た
に
貸

し
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
職
を

目
指
す
人
を
応
援
し
ま
す
！

く
ら
し
の
資
金
貸
し
付
け

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
２
０
１
７

ふ
れ
あ
い
出
張
市
長
室

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

話
の
聴
き
方
講
座

応
急
手
当
普
及
員
講
習

第
39
回
綾
部
市
社
会
福
祉
大
会

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー

入
学
支
度
金
を
支
給

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

12月2日土14：00開演12月2日土14：00開演

前
売
り

《全席指定》
一　　般
2,500円
高校生以下
1,500円

宝くじおしゃべり音楽館

※宝くじの助成により、
　特別料金です。

※只今、四方ハツ子さんの「和紙ちぎり絵」展開催中
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ
当店自慢の薬膳料理はいかがですか？

・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

※29日より綾部産軍鶏を使った薬膳スープを期間限定で
　ご注文いただけます

厚
生
労
働
省
の
国
民
健
康
・
栄

養
調
査
に
よ
る
と
、
２
０
１
６
年

時
点
で
糖
尿
病
の
疑
い
が
あ
る
人

は
全
国
で
約
１
０
０
０
万
人
。
４

年
前
の
調
査
か
ら
50
万
人
も
増
加

し
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
青
野
町

の
市
立
病
院
（
鴻
巣
寛
院
長
）
で

行
っ
て
い
る
、
糖
尿
病
予
防
・
改

善
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

市
立
病
院
は
平
成
28
年
11
月
、

糖
尿
病
に
よ
る
合
併
症
の
検
査
・

診
察
を
１
日
の
う
ち
に
受
け
ら
れ

る
「
糖
尿
病
合
併
症
外
来
」
を
開

設
し
ま
し
た
。
腎
臓
・
目
・
神
経
・

血
管
な
ど
の
合
併
症
検
査
と
日
本

糖
尿
病
学
会
に
認
定
を
受
け
た

「
糖
尿
病
専
門
医
」
に
よ
る
診
察

を
行
い
ま
す
。
糖
尿
病
専
門
医
は

府
北
部
に
わ
ず
か
７
人
で
、
う
ち

１
人
が
市
立
病
院
で
常
勤
し
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
同
病
院
に
は
、
糖

尿
病
看
護
に
つ
い
て
高
い
知
識
と

技
術
を
持
つ
「
糖
尿
病
看
護
認
定

看
護
師
」
が
２
人
勤
務
。
府
北
部

の
糖
尿
病
患
者
を
診
る
役
割
を
担

う
べ
く
、
医
師
と
看
護
師
、
か
か

り
つ
け
医
等
が
連
携
し
て
診
察
し

て
い
ま
す
。

同
病
院
で
は
、
医
師
や
看
護
師

だ
け
で
な
く
、
管
理
栄
養
士
や
薬

剤
師
、
検
査
技
師
が
連
携
し
、
糖

尿
病
と
付
き
合
う
方
法
を
学
ぶ
教

室
等
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
毎
月

の
糖
尿
病
教
室
で
は
、
テ
ー
マ
に

合
わ
せ
て
各
専
門
分
野
の
ス
タ
ッ

フ
が
講
義
。
糖
尿
病
食
を
食
べ
て

学
ぶ
試
食
会
も
行
っ
て
い
ま
す
。

11
月
18
日
に
は
、
糖
尿
病
に
関
す

る
講
演
や
講
座
、
血
糖
値
等
の
測

定
な
ど
を
行
う
市
民
公
開
講
座
を

開
催
（
詳
細
は
本
紙
お
知
ら
せ
版

参
照
）。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ユ
ー
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
▽
商
工
業
者

の
製
品
販
売
と
展
示
▽
綾
部
工
業

団
地
立
地
企
業
の
Ｐ
Ｒ
・
ゲ
ー
ム

▽
一
般
参
加
者
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス―

な
ど
、
楽
し
い
催
し
が
い
っ

ぱ
い
で
す
。

駐
車
場
は
、由
良
川
花
庭
園（
青

野
町
）
と
府
総
合
庁
舎
（
川
糸
町
）

な
ど
に
計
３
７
０
台
分
を
確
保
。

駐
車
場
と
会
場
を
結
ぶ
無
料
の
定

期
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
、
午
前
９
時

40
分
か
ら
午
後
４
時
ま
で
、
約
15

分
間
隔
で
運
行
し
ま
す
。
周
辺
商

業
施
設
に
は
駐
車
し
な
い
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
当
日
は
あ
や
バ
ス
が
全

路
線
で
無
料
に
な
り
ま
す
。
駐
車

場
や
市
街
地
の
道
路
は
混
雑
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
会
場
へ
の
お

出
掛
け
に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

5 4

　パ
レ
ー
ト
の
法
則

　「パ
レ
ー
ト
の
法
則
」
と
は
、

イ
タ
リ
ア
の
経
済
学
者
パ
レ
ー

ト
が
示
し
た
理
論
で
、
数
値
の

大
部
分
は
全
体
を
構
成
す
る
う

ち
の
一
部
の
要
素
か
ら
生
み
出

さ
れ
る
と
い
う
原
理
。
例
え
ば

ビ
ジ
ネ
ス
に
お
い
て
売
上
の
８

割
は
全
顧
客
の
上
位
２
割
が
生

み
出
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
売

上
を
伸
ば
す
に
は
全
顧
客
を
対

象
と
し
た
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
よ

り
も
贔
屓
の
客
に
的
を
絞
っ
て

策
を
打
つ
方
が
効
果
的
で
あ
る

と
言
う
。
更
に
は
売
上
の
８
割

は
全
商
品
銘
柄
の
う
ち
２
割

で
、
し
か
も
全
従
業
員
の
２
割

に
よ
っ
て
生
み
出
さ
れ
て
い
る

と
か
、
仕
事
の
成
果
の
８
割
は

費
や
し
た
時
間
の
２
割
で
達
成

さ
れ
て
い
る
と
か…

。転
じ
て
、

故
障
の
８
割
も
２
割
の
部
品
か

ら
発
生
し
て
い
る
と
か
、
所
得

税
の
８
割
は
納
税
者
の
２
割
が

担
っ
て
い
る
と
か…

こ
の
法
則

が
引
用
さ
れ
る
範
囲
は
広
い
。

　要
は
社
会
現
象
と
い
う
の
は

決
し
て
平
均
的
で
な
く
バ
ラ
ツ

キ
や
偏
り
が
存
在
し
、
一
部
が

全
体
に
大
き
な
影
響
を
持
っ
て

い
る
と
い
う
、
謂
わ
ば
当
た
り

前
の
こ
と
を
指
摘
し
た
経
験
則

と
も
言
え
る
。
逆
に
言
え
ば
、

「
２
割
」
の
贔
屓
の
客
、
或
い

は
売
れ
筋
商
品
、
し
っ
か
り
し

た
従
業
員
が
い
れ
ば
組
織
は
安

泰
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、「
コ

ア
（
中
心
）」
を
持
つ
べ
き
重

要
性
に
気
付
か
さ
れ
る
。
し
か

し
パ
レ
ー
ト
は
続
け
て
「
そ
の

２
割
を
間
引
け
ば
８
割
の
中
か

ら
ま
た
新
た
な
２
割
が
生
ま
れ

て
く
る
」
と
も
言
っ
て
い
る
。

社
会
と
い
う
の
は
相
対
的―

。

夫
々
が
居
心
地
の
良
い
位
置
取

り
を
し
な
が
ら
、
微
妙
な
バ
ラ

ン
ス
の
上
に
成
り
立
っ
て
い
る

こ
と
を
再
認
識
さ
せ
ら
れ
る〝
法

則
〞
で
も
あ
る
。

山
崎
善
也
（
綾
部
市
長
）
　

92

ひ
い
き

い

ひ
い
き

そ
れ
ぞ
れ

市立病院で各種取り組み

考えてみよう
　 糖尿病のこと

教えて先生！

新 任 医 師 紹 介

　泌尿器疾患はもちろん
のこと、透析療法にも親
身に対応します。地域医
療の一端を担えるよう頑
張りますので、よろしく
お願いします。

糖尿病専門医

千 丸 貴 史医師
せん　まる　 たか　ふみ

管理栄養士
宮 崎 順 子さん

村上美智子さん
糖尿病看護認定看護師

木 下 　 淳さん
　市立病院に10月１日から、新たに医師
が赴任しました。

　糖尿病試食会では、食事の前後に
血糖値を測定。自分の体の状態が分か
ります。教室の講義テーマや試食内容
は毎回変わるので、いつからでも、何
度でも参加できます。糖尿病患者さん
をはじめ、そのご家族や関心がある人
など、どなたでも気軽にご参加くださ
い。

　糖尿病は足に神経障害が起こりやすいため、
足のケアが大切。フットケアや療養生活の相談
を行い、患者さん自身が糖尿病と上手く
付き合えるよう支援し
ています。また、糖
尿病に関する出前講
座も実施。地域に出
向き、病気の予防
や対策等について
　講義します。

　血液中の糖の量を調整するインスリンの作用不
足により、血糖値が高くなっている状態が続く病気
です。自覚症状がないまま重症化する例もあり、網
　　　　　　　　膜症や腎症、神経障害などの合併
　　　　　　　　症を伴うことがあります。

　糖尿病治療の目的は血糖値を改
善するだけでなく、合併症の発症・
　 進行を阻止することです。日ご
　  ろからバランスの良い食事と適
　　 度な運動を心掛けるとともに、
　　  合併症の早期発見に努めま
　　　　　　　　しょう。

どんなことに
気を付ければいいの？

糖尿病ってどんな病気？

各
種
教
室
に
ご
参
加
を

合
併
症
検
査
が
１
日
で
完
了

じゅん

泌尿器科

谷 口 英 史医師
たに　ぐち　 ひで　ふみ

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
は
午
前
10

時
か
ら
午
後
３
時
ま
で
、
青
野
町

の
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
で
開

催
。
毎
年
好
評
の
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム

大
会
や
あ
や
べ
Ｂ
級
グ
ル
メ
フ
ェ

ア
の
ほ
か
▽
農
産
物
や
農
産
加
工

品
等
の
販
売
▽
リ
サ
イ
ク
ル
・
リ

　
秋
の
恒
例
イ
ベ
ン
ト
、
あ
や
べ
産
業
ま
つ
り
（
同
ま
つ
り
実
行
委
員

会
主
催
）
が
11
月
５
日
に
開
催
さ
れ
ま
す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

ビンゴゲームは今年も景品を多数用意

地元の丹州材に触れられる木工教室も

●食育・健康講演会
●骨密度・血管年齢などの測定
●各種相談コーナー ●模擬店など

《時間》午前10時～午後３時
《場所》保健福祉センター（青野町）

同日
開催！ あやべ食育・
すこやかフェスティバル

おい
で
よ
！

あ
や
べ
産
業
ま
つ
り

各
種
催
し
多
彩
に

無
料
の
あ
や
バ
ス
ご
利
用
を

結核・肺がん検診が受けられます！
（無料、申し込み不要）

11月５日（日）

後
７
時
〜
10
時
。
場
所
／
市
消
防
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
味
方
町
）。

参
加
費
／
無
料
。
申
込
み
／
11
月
６

日（
月
）ま
で
に
消
防
本
部
へ
。

問
消
防
本
部
☎（
42
）０
１
１
９

　市
と
社
会
福
祉
協
議
会
は
、
多
年

に
お
い
て
福
祉
分
野
で
功
績
の
あ
っ

た
方
々
へ
の
感
謝
の
意
を
表
し
、
表

彰
を
行
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ

さ
い
。

日
時
／
11
月
２
日（
木
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
２

階
多
目
的
ホ
ー
ル
（
西
町
一
丁
目
）。

内
容
／
市
長
表
彰
、
社
会
福
祉
協
議

会
会
長
表
彰
、
受
彰
者
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
「
笑
顔
の
リ
レ
ー
メ
ッ
セ
ー

ジ
２
０
１
７
」
〜
福
祉
の
現
場
か
ら

〜
と
題
し
て
各
福
祉
分
野
の
受
彰
者

か
ら
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
い
た
だ
き
ま
す
。

問
民
生
児
童
課

　☎（
42
）４
２
５
０
、

　社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

　市
と
地
域
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
子
育
て
応
援
イ
ベ
ン
ト
「
ほ
っ

と
ラ
ン
ド
２
０
１
７
」
を
開
催
し
ま

　府
は
、
悩
み
を
抱
え
る
家
族
や
仲

間
に
気
付
き
、
寄
り
添
う
「
話
の
聴

き
方
講
座
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
６
日（
月
）午
後
１
時
30

分
〜
４
時
。
場
所
／
中
丹
東
保
健
所

（
舞
鶴
市
）。
定
員
／
50
人
。
受
講
料

／
無
料
。
申
込
み
／
氏
名
、
住
所
、

電
話
番
号
を
記
入
し
「
話
の
聴
き
方

講
座
参
加
申
込
み
（
11
／
６
）
舞
鶴
」

と
書
い
て
フ
ァ
ク
ス
で
ゲ
ー
ト
キ
ー

パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー
へ
。
同
セ
ン
タ

ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
申
し
込
め

ま
す
。

問
ゲ
ー
ト
キ
ー
パ
ー
支
援
セ
ン
タ
ー

　フ
ァ
ク
ス

　０
７
５（
７
０
２
）６
２
８
５

　府
福
祉
・
援
護
課

　☎
０
７
５（
４
１
４
）４
６
２
８

　市
消
防
本
部
は
、
心
肺
蘇
生
法
や

Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
法
、
止
血
法

な
ど
の
知
識
・
技
術
の
普
及
を
行
う

指
導
者
を
養
成
す
る
講
習
会
を
実

施
。
講
座
は
全
８
回
で
、
す
べ
て
受

講
し
た
人
に
は
、
認
定
証
を
交
付
し

ま
す
。

日
時
／
11
月
７
日（
火
）〜
12
月
１
日

（
金
）の
毎
週
火
曜
日
と
金
曜
日
。
午

貸
付
金
／
１
世
帯
10
万
円
以
内
。
貸

付
予
定
日
／
12
月
15
日（
金
）。
返
済

／
貸
付
日
か
ら
２
年
以
内
。
申
込
み

／
11
月
20
日（
月
）〜
12
月
１
日（
金
）

に
福
祉
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
２
５
７

　北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

コ
ー
ナ
ー
は
、
福
祉
・
介
護
職
へ
の

就
職
を
目
指
す
人
の
サ
ポ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
お
仕
事
相
談
会

日
時
／
11
月
７
日（
火
）午
後
１
時
〜

４
時
。
場
所
／
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
綾
部

（
宮
代
町
）。
内
容
／
福
祉
の
資
格
取

得
や
職
場
見
学
、
福
祉
業
界
へ
の
就

職
相
談
な
ど
。
求
職
活
動
証
明
書
を

発
行
し
ま
す
。

福
祉
・
介
護
の
就
業
相
談

日
時
／
平
日
午
前
９
時
〜
午
後
５

時
。第
２
金
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
。

場
所
／
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉

人
材
コ
ー
ナ
ー
（
福
知
山
市
）。

　い
ず
れ
も
事
前
予
約
制
。
資
格
・

経
験
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問
北
京
都
ジ
ョ
ブ
パ
ー
ク
福
祉
人
材

　コ
ー
ナ
ー
☎（
22
）３
８
７
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
22
）２
８
１
８

す
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
〜

午
後
２
時
。
場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン

タ
ー
（
青
野
町
）。
内
容
／
子
育
て

応
援
フ
リ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
子
ど
も

の
遊
び
の
コ
ー
ナ
ー
、
吹
奏
楽
コ
ン

サ
ー
ト
、
お
菓
子
の
販
売
な
ど
。

問
民
生
児
童
課
☎（
42
）０
１
１
１
、

　（42
）４
２
５
２

　市
は
、
12
月
３
日
〜
９
日
の
「
障

害
者
週
間
」
に
ち
な
ん
で
、
作
品
展

を
開
催
。
手
芸
や
指
編
み
、
書
道
、

陶
芸
、ク
ラ
フ
ト
、折
り
紙
、絵
手
紙
、

俳
句
な
ど
、
市
地
域
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
の
ぞ
み
の
講
座
に
通
う
受
講
生

の
作
品
を
展
示
し
ま
す
。
多
数
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

日
時
／
12
月
１
日（
金
）〜
６
日（
水
）

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時
。
２
日

と
３
日
は
午
前
10
時
〜
午
後
４
時
。

場
所
／
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野

町
）。

問
福
祉
課
☎（
42
）４
２
５
４

　毎
年
11
月
12
日
〜
25
日
は
「
女
性

に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
」
実

施
期
間
で
す
。
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か

電
子
メ
ー
ル
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
秘
書
広
報
課

　☎（
42
）４
２
０
５

　「海
の
京
都
」
綾
部
地
区
協
議
会

は
、
綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

「
蚕
都
綾
部
物
語
」
を
開
催
す
る
に

あ
た
り
、
参
加
者
を
募
集
し
ま
す
。

日
時
／
11
月
12
日（
日
）午
前
10
時
集

合
。
集
合
場
所
／
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス

ク
エ
ア
（
青
野
町
）。
コ
ー
ス
／
グ

ン
ゼ
記
念
館
を
出
発
し
、
月
見
町
や

長
生
殿
、
丹
陽
教
会
等
を
巡
り
、
あ

や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
に
戻
り
ま

す
。
参
加
料
／
無
料
。
昼
食
は
各
自

で
ご
準
備
く
だ
さ
い
。定
員
／
20
人
。

申
込
み
／
10
月
26
日（
木
）〜
11
月
９

日（
木
）に
電
話
で
観
光
協
会
へ
。

問
観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

　10
月
１
日
現
在
の
綾
部
市
の
推
計

人
口
は
３
２
９
６
４
人
（
男
１
５
８

４
５
、
女
１
７
１
１
９
）。
世
帯
数

は
１
３
８
０
５
世
帯
で
す
。

　同
日
現
在
の
火
災
発
生
件
数
は
５

件
（
建
物
０
件
）
で
す
。

　本
格
的
な
雪
の
季
節
に
備
え
、
国

や
府
、
市
で
は
本
年
度
も
除
雪
を
計

画
し
て
い
ま
す
。
車
を
路
上
に
放
置

し
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。ま
た
、

路
上
に
垂
れ
下
が
り
、
除
雪
の
妨
げ

と
な
る
樹
木
な
ど
は
、
所
有
者
で
伐

採
や
枝
払
い
を
し
て
く
だ
さ
い
。
消

防
施
設
付
近
の
除
雪
は
早
め
に
地
域

で
お
願
い
し
ま
す
。
円
滑
に
進
む
よ

う
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
建
設
課
☎（
42
）４
２
８
０

　市
長
が
、
市
内
の
団
体
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
な
ど
の
皆
さ
ん
の

も
と
へ
出
向
き
、
団
体
・
グ
ル
ー
プ

の
活
動
内
容
な
ど
を
テ
ー
マ
に
座
談

会
形
式
で
交
流
し
ま
す
。

日
時
／
毎
月
、
第
２
木
曜
日
の
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
。
第
４
木
曜
日
の

午
後
７
時
〜
８
時
30
分
。
祝
日
や
市

長
公
務
に
よ
っ
て
は
変
更
も
あ
り
ま

す
。
応
募
要
項
／
所
定
の
申
込
書
に

必
要
事
項
を
記
入
し
、
秘
書
広
報
課

広
報
・
広
聴
担
当
へ
。
フ
ァ
ク
ス
、

ら
の
暴
力
、
性
犯
罪
、
セ
ク
シ
ュ
ア

ル
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど
は
、
犯
罪

と
な
る
行
為
を
も
含
む
重
大
な
人
権

侵
害
で
、
決
し
て
許
さ
れ
る
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
１
人
で
悩
ま
ず
、

ま
ず
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

相
談
機
関
／
府
北
部
家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
☎（
22
）９
９
１
１
（
平
日
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
）。
市
女
性
相
談

☎（
42
）１
８
０
１
（
平
日
午
前
８
時

30
分
〜
午
後
５
時
）。
綾
部
警
察
署

☎（
42
）０
１
１
０
（
24
時
間
）。

問
あ
い
セ
ン
タ
ー

　☎（
42
）１
８
０
１

　11
月
９
日
か
ら
15
日
ま
で
「
火
の

用
心

　こ
と
ば
を
形
に

　習
慣
に
」

を
統
一
標
語
に
、
全
国
一
斉
に
秋
の

火
災
予
防
運
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

　火
災
は
少
し
の
不
注
意
か
ら
発
生

し
、
大
切
な
命
や
多
く
の
財
産
を
失

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
１
人
ひ
と
り

が
防
火
に
努
め
、
安
全
で
安
心
し
て

暮
ら
せ
る
ま
ち
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま

た
、
日
ご
ろ
か
ら
火
の
元
の
点
検
を

行
う
と
と
も
に
、
火
災
か
ら
命
と
暮

ら
し
を
見
守
る
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
と
点
検
も
お
願
い
し
ま
す
。

問
消
防
本
部

　☎（
42
）０
１
１
９
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綾部市役所☎（42）3280

お間違えなく  綾部市立病院☎（43）0123

募 

集
募 

集

人
口・
火
災

人
口・
火
災

★調理員（臨時職員）
★生活支援員
★グループホーム世話人（夜勤）
★デイサービス看護職員（臨時職員）

　市
教
育
委
員
会
は
、
経
済
上

の
理
由
で
進
学
が
困
難
な
人
に

入
学
支
度
金
を
支
給
し
ま
す
。

対
象
／
平
成
30
年
４
月
に
大
学

や
短
期
大
学
、
専
門
学
校
に
入

学
す
る
人
で
▽
学
業
成
績
優
秀

で
就
学
に
意
欲
が
あ
る
▽
保
護

者
が
１
年
以
上
市
内
に
住
ん
で

い
る
▽
世
帯
の
全
所
得
が
生
活

保
護
基
準
の
１
・
５
倍
以
下―

な
ど
の
要
件
を
満
た
す
人
。
進

学
後
に
、
ほ
か
の
奨
学
金
を
受

け
る
人
も
利
用
で
き
ま
す
。
支

給
額
／
30
万
円
。
支
給
決
定
／

12
月
に
書
類
審
査
と
面
接
を
行

い
、
平
成
30
年
１
月
に
決
定
。

定
員
／
10
〜
15
人
程
度
。
申
請

／
申
請
書
な
ど
必
要
書
類
を
11

月
１
日（
水
）〜
30
日（
木
）に

学
校
教
育
課
へ
。

問
同
課
☎（
42
）４
３
２
２

　市
は
、
生
活
の
不
安
定
な
世
帯
を

対
象
に
暮
ら
し
に
必
要
な
資
金
を
無

利
子
・
無
担
保
で
お
貸
し
し
ま
す
。

た
だ
し
、
こ
れ
ま
で
の
借
入
金
が
未

返
済
の
世
帯
に
は
、
今
回
新
た
に
貸

し
付
け
は
で
き
ま
せ
ん
。

福
祉
・
介
護
職
へ
の
就
職
を

目
指
す
人
を
応
援
し
ま
す
！

く
ら
し
の
資
金
貸
し
付
け

ほ
っ
と
ラ
ン
ド
２
０
１
７

ふ
れ
あ
い
出
張
市
長
室

除
雪
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

綾
の
ま
ち
め
ぐ
り
ハ
イ
キ
ン
グ

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

障
害
者
作
品
展
に
ご
来
場
く
だ
さ
い

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動

話
の
聴
き
方
講
座

応
急
手
当
普
及
員
講
習

第
39
回
綾
部
市
社
会
福
祉
大
会

□ケアマネジャー
□看護師・准看護師
□ケアワーカー

入
学
支
度
金
を
支
給

京都府中丹文化会館 ☎0773-42-7705

12月2日土14：00開演12月2日土14：00開演

前
売
り

《全席指定》
一　　般
2,500円
高校生以下
1,500円

宝くじおしゃべり音楽館

※宝くじの助成により、
　特別料金です。

※只今、四方ハツ子さんの「和紙ちぎり絵」展開催中
赤尾漢方薬局館内

薬膳喫茶薬膳喫茶悠々悠々 TEL 0773（42）0425
FAX 0773（42）9573

綾部市本町2丁目3

からだがよろこぶ
当店自慢の薬膳料理はいかがですか？

・・・・・・・・

蓮の実や葉を使った

蓮の葉包蒸飯（デザート付き）
（5名様以上は御予約下さい）

※29日より綾部産軍鶏を使った薬膳スープを期間限定で
　ご注文いただけます
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

11～12月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　出
口

　紅
（
亀
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　大
嶋
文
隆
（
大
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　38
件   

97
万
７
５
０
０
円

　
９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　出
口

　紅
（
亀
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　大
嶋
文
隆
（
大
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　38
件   

97
万
７
５
０
０
円

■日 

11
月
８
日（
水
）  

■時 

９
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

11
月
11
日（
土
）

■時 

９
時
30
分
〜
14
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

11
月
27
日（
月
）  

■時 

18
時
30
分
〜

■場 

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
１
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

11
月
７
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
８
、
22
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
10
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

■日 

11
月
21
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課

　
　
　
　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
27
日（
月
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

11
月
27
日（
月
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
、
お

茶
。
内
容
は
「
貯
筋
体
操
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
２
日（
木
）〜
４
日（
土
）

　＝
作
品
展

■時 

９
時
〜
17
時

※

４
日
は
16
時
ま
で

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■日 

11
月
５
日（
日
）

　＝
芸
能
発
表
会

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

文
化
協
会
事
務
局
、
稲
場
さ
ん

　☎（
42
）０
８
５
８

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

私
市
円
山
古
墳
公
園
（
私
市
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
位
田
町
）

■問 
ふ
れ
あ
い
食
堂

　☎（
48
）１
０
０
０

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

７
時
〜
15
時

■場 

森
井
士
郎
さ
ん
宅
（
忠
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

９
時
〜
15
時

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

黒
谷
町

■問 

黒
谷
和
紙
協
同
組
合

　☎（
44
）０
２
１
３ 

■日 

11
月
13
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

東
山
公
民
館
（
東
山
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

11
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

※

17
日
は
日
没
〜
21
時

■場 

大
本
神
苑

■問 

商
工
会
議
所
☎（
42
）０
７
０
１

■日 

11
月
26
日（
日
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 
あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い
き

　い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

11
月
15
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
16
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
９
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
20
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
20
日（
月
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

11
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

11
月
28
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室 

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

■日 

12
月
５
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
28
日（
火
）〜
12

月
１
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

11
月
５
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

11
月
19
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

11
月
２
、
９
、
16
、
30
日

　12
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

休
耕
田
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
の
収
穫
」

調
停
相
談

行
政
相
談

成
年
後
見
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

糖
尿
病
教
室

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
運
動
教
室
）

第
65
回
綾
部
市
総
合
文
化
祭

安
国
寺
も
み
じ
祭
り

黒
谷
和
紙
と
も
み
じ
祭

喫
茶
シ
ボ
ラ

綾
部
も
み
じ
ま
つ
り

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

綾
部
市
民
大
会

私
市
円
山
古
墳
ま
つ
り

秋
の
綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

あ
や
べ 

de 

手
作
り
市

女
性
相
談

育
児
相
談

交
通
事
故
相
談

人
権
相
談 相

　談
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八
津
合
町
の
上
林
地
域
振
興
支

援
セ
ン
タ
ー
２
階
に
あ
る
市
消
防

署
上
林
出
張
所
。
高
齢
化
に
伴
う

救
急
件
数
・
ド
ク
タ
ー
ヘ
リ
件
数

の
増
加
や
重
症
化
等
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
上
林
地
域
に
お
い
て
、
常

備
消
防
の
充
実
を
目
指
し
、
上
林

分
遣
所
か
ら
改
組
し
ま
し
た
。
同

出
張
所
に
は
出
張
所
長
を
配
置
。

消
防
職
員
３
人
が
24
時
間
常
駐

し
、
火
災
・
救
急
等
の
業
務
を
行

い
ま
す
。

同
出
張
所
の
開
所
に
あ
た
り
、

市
は
本
年
７
月
か
ら
９
月
に
か

け
、
総
事
業
費
約
５
０
０
万
円
で

施
設
を
整
備
。
仮
眠
室
の
新
設
や

空
調
設
備
の
改
修
、
通
信
指
令
設

備
の
移
設
等
を
行
い
ま
し
た
。

上
林
地
域
に
お
い
て
は
昭
和
58

年
４
月
、
消
防
署
の
体
制
強
化
に

向
け
て
上
林
分
駐
所
を
開
設
。
同

年
10
月
か
ら
は
消
防
職
員
が
平
日

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
ま

で
勤
務
し
、
消
防
救
急
業
務
に
従

事
す
る
体
制
を
整
え
ま
し
た
。
平

成
14
年
、
同
分
駐
所
を
上
林
分
遣

所
と
し
て
改
組
。
今
年
９
月
ま
で

の
間
は
、
消
防
署
か
ら
派
遣
さ
れ

た
３
人
が
午
前
９
時
か
ら
午
後
10

時
ま
で
勤
務
し
て
い
ま
し
た
。
上

林
地
域
の
消
防
救
急
体
制
は
上
林

分
駐
所
か
ら
上
林
分
遣
所
に
、
そ

し
て
今
回
24
時
間
体
制
と
な
っ
た

上
林
出
張
所
へ
と
受
け
継
が
れ
、

市
の
消
防
力
の
強
化
と
東
部
地
域

の
安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り
を

担
っ
て
い
ま
す
。

市
は
10
月
１
日
付
け
で
職
員
７

人
に
、
同
出
張
所
の
開
所
に
伴
う

人
事
異
動
を
発
令
し
ま
し
た
。
異

動
後
の
体
制
（
課
長
級
以
上
）
は

次
の
と
お
り
で
す
。

次
長
兼
警
防
課
長
兼
消
防
署
長
事

務
取
扱
＝
上
原
博
一
▽
管
理
課
長

＝
丸
岡
敦
史
▽
同
課
主
幹
＝
矢
田

谷
和
行
▽
予
防
課
長
＝
塩
見
幸
作

▽
警
防
課
主
幹
兼
消
防
署
上
林
出

張
所
長
兼
消
防
署
長
補
佐
＝
四
方

繁
行

消
防
職
員
が
夜
間
も
常
駐

新
体
制
で
消
防
力
の
強
化
へ

寺
町
に
完
成
し
た
新
た
な
第
一

浄
水
場
。
１
日
に
７
５
０
０
立
方

メ
ー
ト
ル
の
水
を
ろ
過
す
る
能
力

が
あ
り
ま
す
。
平
成
27
年
度
に
敷

地
造
成
工
事
に
着
手
し
て
以
後
、

約
２
年
余
り
の
歳
月
を
か
け
、
事

業
費
約
19
億
円
で
整
備
し
ま
し
た
。

新
施
設
の
特
長
は
、
水
の
通
る

隙
間
が
０
・
１
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト

ル
の
膜
を
使
っ
て
ろ
過
す
る
こ
と

で
す
。
病
原
性
原
虫
は
隙
間
の
40

倍
、
４
マ
イ
ク
ロ
メ
ー
ト
ル
の
大

き
さ
の
た
め
、
確
実
に
排
除
で
き

ま
す
。
ま
た
、
水
源
と
な
る
由
良

川
を
流
れ
る
水
が
豪
雨
や
台
風
な

ど
で
濁
っ
て
い
て
も
対
応
が
可

能
。
昭
和
28
年
度
の
供
用
開
始
か

ら
63
年
が
経
過
し
て
い
た
並
松
町

の
旧
第
一
浄
水
場
よ
り
も
、
安
定

し
た
浄
水
処
理
が
行
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

第
一
浄
水
場
で
処
理
し
た
水

は
、須
知
山
の
配
水
池
（
タ
ン
ク
）

か
ら
各
家
庭
に
送
り
ま
す
。
給
水

エ
リ
ア
は
旧
施
設
と
同
じ
く
綾
部

地
区
の
一
部
と
西
八
田
地
区
の
一

部
、
山
家
地
区
で
す
。

「
使
っ
た
覚
え
が
な
い
の
に
使

用
料
が
急
に
増
え
た―

」。
そ
ん

な
時
は
漏
水
の
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
敷
地
内
の
蛇
口
を
す
べ
て
閉

め
、
水
道
メ
ー
タ
ー
ボ
ッ
ク
ス
内

の
メ
ー
タ
ー
を
確
認
し
て
く
だ
さ

い
。
水
を
使
用
し
て
い
な
い
の
に

銀
色
の
回
転
盤
（
パ
イ
ロ
ッ
ト
マ

ー
ク
）＝
写
真
下
＝
が
回
っ
て
い

る
と
漏
水
し
て
い
ま
す
。
市
指
定

給
水
装
置
工
事
事
業
者
に
修
理
を

依
頼
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
土
地
建
物
の
売
買
や
相

続
等
で
水
道
の
使
用
者
や
所
有
者

の
名
義
が
変
わ
る
場
合
に
は
、
名

義
変
更
の
手
続
き
を
お
願
い
し
ま

す
。
売
買
登
記
や
死
亡
届
等
の
手

続
き
で
は
、
水
道
の
名
義
は
自
動

的
に
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
。

漏
水
や
名
義
変
更
な
ど
、
水
道

に
関
す
る
こ
と
は
、
上
水
道
課
☎

（
42
）１
８
１
５
へ
。

安
定
し
た
浄
水
処
理
を
実
現

漏
水
に
ご
注
意
を

安
全
・
安
心
な
水
を
届
け
ま
す

濁度、病原性原虫等を除去する膜ろ過装置

漏水はパイロットマークで確認新設した仮眠室

第
一
浄
水
場
の
供
用
を
開
始

　
市
は
10
月
１
日
、
新
た
に
整
備
し
た
第
一
浄
水
場
の
供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。

膜
ろ
過
方
式
を
採
用
し
た
新
施
設
か
ら
、
安
全
で
安
心
な
水
を
届
け
ま
す
。

上林地域を24時間見守る
市消防署上林出張所を開所

　市は10月１日、市消防署上林出張所を開所しました。消防職
員が常駐し、24時間体制で地域の安全・安心を守ります。

消防署上林出張所長  四 方 繁 行

安全安心な上林地区の
実現に努めます

　市民の期待に応えるべく、地域と
の関わりを大切にし、消防団や自主
防災組織等と連携しながら、消防力
の強化を図ります。

　市内でもとりわけ高齢化が進んで
いる上林地域において、常備消防の
24時間体制は住民の長年の悲願で
した。夜間も地域を見守っていただ
け、とても心強い。地域全体で健康
に注意し、防災に努めます。

東部開発協議会  渡 辺 弘 造 会長

共同で防災に努めたい

綾部市役所☎（42）3280
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くらしの
メモ
■日 日程　■時 時間　■場 場所

■申 申し込み必要
■問 問い合わせ先

11～12月上旬

ご
寄
付

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

　
９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　出
口

　紅
（
亀
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　大
嶋
文
隆
（
大
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　38
件   

97
万
７
５
０
０
円

　
９
月
受
付
分
（
敬
称
略
）

　《
地
域
振
興
基
金
に
》

　出
口

　紅
（
亀
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
　１
０
０
万
円

　大
嶋
文
隆
（
大
島
町
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　30
万
円

　《
社
会
福
祉
事
業
基
金
に
》

　前
田
道
子
（
寺
町
）
３
千
円

　竹
内
早
智
子
（
栗
町
）
３
千
円

　《
ふ
る
さ
と
納
税
》

　
　38
件   

97
万
７
５
０
０
円

■日 

11
月
８
日（
水
）  

■時 

９
時
30
分
〜

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
２
７
０
０
円（
試
食
代
込
）

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

11
月
11
日（
土
）

■時 

９
時
30
分
〜
14
時

■場 

里
山
交
流
研
修
セ
ン
タ
ー

　（鍛
治
屋
町
）

※

参
加
費
１
０
０
０
円

■申 

■問 

里
山
ね
っ
と
・
あ
や
べ

　☎（
47
）０
０
４
０

■日 

11
月
27
日（
月
）  

■時 

18
時
30
分
〜

■場 

Ｉ
・
Ｔ
ビ
ル
（
西
町
一
丁
目
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
１
日（
水
）

■時 

13
時
20
分
〜
16
時
10
分

■場 

あ
い
セ
ン
タ
ー
（
西
町
一
丁
目
）

■申 

■問 

あ
い
セ
ン
タ
ー
☎（
42
）１
８
０
１

■日 

11
月
７
日（
火
）

■時 

10
時
〜
11
時
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

歯
科
相
談
あ
り

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
８
、
22
日（
水
）

■時 

９
時
〜
11
時
30
分
、
13
時
〜
16
時

■場 

府
福
知
山
総
合
庁
舎（
福
知
山
市
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
10
日（
金
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
、

■日 

11
月
21
日（
火
）

■時 

９
時
30
分
〜
９
時
45
分
受
付

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

　（青
野
町
）

※

妊
婦
、
産
後
６
か
月
ま
で

の
産
婦
と
そ
の
家
族
対
象
。

持
ち
物
は
母
子
手
帳

■問 

保
健
推
進
課

　
　
　
　☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
27
日（
月
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
立
病
院
（
青
野
町
）

■問 

市
立
病
院
☎（
43
）０
１
２
３

■日 

11
月
27
日（
月
）

■時 

13
時
30
分
〜
15
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

※

65
歳
以
上
対
象
。
定
員
30
人
。
持

ち
物
は
健
康
手
帳
、
タ
オ
ル
、
お

茶
。
内
容
は
「
貯
筋
体
操
」

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
２
日（
木
）〜
４
日（
土
）

　＝
作
品
展

■時 

９
時
〜
17
時

※

４
日
は
16
時
ま
で

■場 

市
民
セ
ン
タ
ー
（
並
松
町
）

■日 

11
月
５
日（
日
）

　＝
芸
能
発
表
会

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

中
丹
文
化
会
館
（
里
町
）

■問 

文
化
協
会
事
務
局
、
稲
場
さ
ん

　☎（
42
）０
８
５
８

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜
14
時

■場 

私
市
円
山
古
墳
公
園
（
私
市
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

11
月
３
日（
金
・
祝
）

■時 

10
時
〜

■場 

綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
（
位
田
町
）

■問 
ふ
れ
あ
い
食
堂

　☎（
48
）１
０
０
０

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

７
時
〜
15
時

■場 

森
井
士
郎
さ
ん
宅
（
忠
町
）

■問 

観
光
協
会
☎（
42
）９
５
５
０

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

９
時
〜
15
時

■場 

安
国
寺
（
安
国
寺
町
）

■問 

安
国
寺
☎（
44
）１
５
６
５

■日 

11
月
12
日（
日
）

■時 

10
時
〜
15
時

■場 

黒
谷
町

■問 

黒
谷
和
紙
協
同
組
合

　☎（
44
）０
２
１
３ 

■日 

11
月
13
日（
月
）

■時 

13
時
〜
15
時
30
分

■場 

東
山
公
民
館
（
東
山
町
）

※

参
加
費
１
０
０
円
。
あ
や
べ
作
業

所
な
ど
の
製
品
販
売
あ
り

■問 

あ
や
べ
ボ
ラ
ン
ティ
ア
総
合
セ
ン
タ
ー

　☎（
40
）１
３
８
８
、

　フ
ァ
ク
ス（
40
）１
３
８
９

■日 

11
月
17
日（
金
）〜
19
日（
日
）

■時 

10
時
〜
21
時

※

17
日
は
日
没
〜
21
時

■場 

大
本
神
苑

■問 

商
工
会
議
所
☎（
42
）０
７
０
１

■日 

11
月
26
日（
日
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 
あ
や
べ
グ
ン
ゼ
ス
ク
エ
ア
（
青
野
町
）

■問 
あ
や
べ
特
産
館
☎（
43
）０
８
１
１

　物
部
会
館
（
物
部
町
）、
上
林
い
き

　い
き
セ
ン
タ
ー
（
八
津
合
町
）

※

物
部
、上
林
会
場
は
申
し
込
み
必
要

■申 

■問 

人
権
推
進
課
☎（
42
）４
２
４
９

■日 

11
月
15
日（
水
）

■時 

９
時
30
分
〜
正
午

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
16
日（
木
）

■時 

13
時
〜
17
時

■場 

市
民
ホ
ー
ル
（
宮
代
町
）

※

申
し
込
み
は
11
月
９
日（
木
）

　８
時
30
分
〜
。
先
着
10
人

■申 

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
20
日（
月
）

■時 

９
時
30
分
〜
11
時
30
分

■場 

保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
（
青
野
町
）

■申 

■問 

保
健
推
進
課
☎（
42
）０
１
１
１

■日 

11
月
20
日（
月
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

市
役
所
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

■問 

市
民
協
働
課
☎（
42
）４
２
４
８

■日 

11
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
15
時

■場 

福
祉
ホ
ー
ル
（
川
糸
町
）

■申 

■問 

社
会
福
祉
協
議
会

　☎（
43
）２
８
８
１

■日 

11
月
22
日（
水
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室

※

受
け
付
け
は
15
時
30
分
ま
で

■問 

税
務
課
☎（
42
）４
２
３
５

■日 

11
月
28
日（
火
）

■時 

10
時
〜
16
時

■場 

市
役
所
１
階
会
議
室 

※

定
員
５
人

■申 

■問 

商
工
労
政
課

　☎（
42
）４
２
６
４

■日 

12
月
５
日（
火
）  

■時 

13
時
〜
16
時

■場 

市
役
所

※

申
し
込
み
は
11
月
28
日（
火
）〜
12

月
１
日（
金
）

■申 

■問 

商
工
労
政
課
☎（
42
）４
２
６
３

■日 

11
月
５
日（
日
）

■時 

９
時
〜
17
時

■場 

上
杉
町
☎（
44
）０
９
９
０

■日 

11
月
19
日（
日
）

■時 

８
時
30
分
〜
17
時

■場 

並
松
町
☎（
42
）１
３
２
０

■日 

11
月
２
、
９
、
16
、
30
日

　12
月
７
、
14
、
21
、
28
日（
木
）

■時 

19
時
ま
で

※

戸
籍
・
国
保
関
係
の
届
出
、
各
種

証
明
書
の
発
行
、
市
税
な
ど
の

納
入
（
納
付
書
必
要
）

■問 

市
民
・
国
保
課

　☎（
42
）４
２
４
５
、（
42
）４
２
４
６

　会
計
課
☎（
42
）４
２
８
８

里
山
そ
ば
打
ち
教
室「
す
み
か
」

ぷ
く
ぷ
く
ひ
ろ
ば

休
耕
田
そ
ば
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト「
そ
ば
の
収
穫
」

調
停
相
談

行
政
相
談

成
年
後
見
相
談

健
康
相
談
・
栄
養
相
談

法
律
相
談

就
職
相
談

税
務
相
談
（
税
理
士
会
）

多
重
債
務
相
談（
司
法
書
士
会
）

市
民
セ
ン
タ
ー
競
技
場

市
役
所
の
窓
口
延
長

講
座
・
教
室

糖
尿
病
教
室

元
気
は
つ
ら
つ
教
室（
運
動
教
室
）

第
65
回
綾
部
市
総
合
文
化
祭

安
国
寺
も
み
じ
祭
り

黒
谷
和
紙
と
も
み
じ
祭

喫
茶
シ
ボ
ラ

綾
部
も
み
じ
ま
つ
り

安
全
・
安
心
の
ま
ち
づ
く
り

綾
部
市
民
大
会

私
市
円
山
古
墳
ま
つ
り

秋
の
綾
部
ふ
れ
あ
い
牧
場
ま
つ
り

建
田
の
金
刀
比
羅
講
大
祭

催
し
な
ど

総
合
運
動
公
園
第
２
体
育
館

無
料
開
放

あ
や
べ 

de 

手
作
り
市

女
性
相
談

育
児
相
談

交
通
事
故
相
談

人
権
相
談 相

　談
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国
、
府
、
企
業
、
農
業
団
体
の

蚕
糸
関
係
者
Ｏ
Ｂ
で
つ
く
る
京
都

府
蚕
糸
同
友
会（
今
川
幸
英
会
長
）

は
昭
和
59
年
に
発
足
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
約
２
年
か
け
「
京
都
府

蚕
糸
業
史
（
昭
和
62
年
発
行
）」

を
編
纂
。
同
会
が
支
援
し
て
「
絹

素
材
生
産
研
究
会
」を
立
ち
上
げ
、

新
し
い
絹
素
材
用
の
蚕
品
種
の
研

究
な
ど
に
も
取
り
組
ま
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
、
昭
和
63
年
か
ら
平

成
９
年
に
か
け
て
１
２
７
品
目
、

２
７
５
点
の
蚕
糸
具
を
収
集
。
今

年
２
月
に
は
そ
れ
ら

を
後
世
に
残
す
た

め
、
使
わ
れ
て
い
た

年
代
や
用
途
、
使
用

方
法
等
の
解
説
を
付

し
た
写
真
集
「
京
都

府
の
蚕
糸
具
」
を
発

行
し
ま
し
た
。

今
回
の
蚕
糸
業
展
は
、
写
真
集

の
発
行
を
機
に
、
同
会
の
活
動
に

共
感
し
た
団
体
と
共
催
。
保
管
す

る
蚕
糸
具
の
う
ち
約
50
点
の
展
示

が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

蚕
糸
業
展
で
は
、
蚕
糸
具
の
ほ

か
、
綾
部
ベ
ン
チ
ャ
ー
・
も
の
づ

く
り
の
会
に
よ
る
繰
糸
機
の
実

演
、
繭
で
里
山
の
動
物
の
人
形
を

つ
く
る
「
ま
ゆ
ク
ラ
フ
ト
」
の
体

験
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
。
京
都
工
芸

繊
維
大
学
か
ら
借
用
し
、
生
き
た

蚕
も
展
示
さ
れ
る
予
定
で
す
。

ま
た
、「
蚕
の
一
生
」「
暮
ら
し

を
支
え
た
近
代
養
蚕
」
と
題
し
た

写
真
パ
ネ
ル
も
展
示
予
定
。
同
会

事
務
局
長
の
荒
堀
満
さ
ん
（
高
津

町
）
は
「
大
正
時
代
に
は
農
家
の

半
数
以
上
が
蚕
を
養
い
、
１
０
０

０
円
で
家
の
離
れ
が
建
つ
時
代

43

京都府蚕糸同友会の出版物は
市図書館で閲覧できます

実
際
に
使
わ
れ
た

蚕
糸
具
を
展
示

体
験
コ
ー
ナ
ー
や

写
真
パ
ネ
ル
も

11
日（
土
）に
は

講
演
会

に
、
平
均
年
収
は
８
０
０
円
ほ
ど

あ
っ
た
よ
う
で
す
。
蚕
都
と
呼
ば

れ
た
当
時
の
綾
部
を
振
り
返
り
、

こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
に
役
立

つ
催
し
に
し
た
い―

」
と
笑
顔
。

会
長
の
今
川
幸
英
さ
ん
（
福
知
山

市
）
も
「
多
く
の
人
に
、
か
つ
て

の
綾
部
の
姿
を
見
に
来
て
も
ら
い

た
い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

蚕
糸
業
展
初
日
の
11
日
午
前
11

時
か
ら
は
「
再
び
く
ら
し
を
支
え

る
蚕
糸
業
に
向
か
っ
て
」
と
題
し

た
講
演
会
が
、
グ
ン
ゼ
本
館
講
堂

で
開
か
れ
ま
す
。
講
師
は
農
学
博

士
で
京
都
工
芸
繊
維
大
学
副
学
長

の
森
肇
教
授
。
蚕
糸
業
を
衣
料
か

ら
医
療
へ
と
用
途
拡
大
す
る
こ
と

を
目
指
し
た
研
究
の
最
先
端
に
触

れ
ら
れ
ま
す
。
講
演
会
は
入
場
無

料
。
多
数
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

繭から糸をつくる実演にはグンゼ株式会
社が保有する繰糸機が使われます

　くらしを支えた蚕糸業展（同実行委員会主催、Ｎ
ＰＯ法人北近畿みらい、森の京都ＤＭＯ、京都府蚕
糸同友会、ＮＰＯ法人綾部ベンチャー・ものづくりの
会共催）が11月11日～19日、青野町のグンゼ博物
苑で開かれます。展示されるのは京都府蚕糸同友
会が長年にわたり収集・保管してきた蚕糸具です。

くらしを支えた蚕糸業展
～その歴史を振り返る～

11月11日（土）～19日（日）午前10時～午後４時
グンゼ博物苑「集蔵」
《入場券》大人３００円、高校生以下 無料

さ
ん

第744号第744号 1010

第一浄水場の供用を開始 2
市消防署上林出張所を開所 3
考えてみよう糖尿病のこと 4
おいでよ！あやべ産業まつり 5

今月の
表紙

事故防止願い風船飛ばし
交通事故で亡くなった男の子が育てていた
ヒマワリの種を引き継ぎ、事故防止を呼び
掛ける府警の「ひまわりの絆プロジェクト」。
園内で育てたヒマワリの種を入れた風船が、
交通事故防止を願い空高く上げられました。
９月30日、栗町の豊里幼児園で―。


